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善光寺平は、 東縁に上信越国立公園山系より延びる火山性の

東部山地、 西縁を海底等の隆起による堆積性の犀川丘陵山地に

囲まれ、 南北に長く盆地が形成されています。 そして盆地内部

においても、 千曲川によりもたらされた沖積地、 それに注ぎ込

む大小の河川による扇状地が発達しております。 このような複

雑多岐にわたる地形の上に私達の長野市が成り立っています。

そこにはそれぞれの地形や立地に応じて様々な生活や生産活動

が見られ、 古代から営々と続いてきた人々の英知の集合を見る

ことができます。

ここに長野市の埋蔵文化財第46集として刊行いたします本書

は、 長野市篠ノ井塩崎地区に所在する篠ノ井遺跡群においての

発掘調査報告書であります。 昭和55年度から平成3年度にかけ

て、 聖川改修事業及び、 県道改良事業にともない継続的に調査

を実施いたしました。 当遺跡は、 千曲川左岸に発達した自然堤

防上に営まれた広大な集落遺跡であり、 隣接する塩崎遺跡群と

あわせて、 県内でも有数規模を誇る遺跡といえます。 発掘調査

により得られた成果は、 我々の過去を物語る先人の足跡のなか

で、 わずかな部分に過ぎませんが、 地域史解明の一助としてお

役立ていただければこの上ない喜びであります。

最後になりましたが、 長期にわたる調査のなかで多大なご支

援ご助力をいただいた長野県長野建設事務所等、 関係者各位に

対して、 本書の上梓をもって深く感謝の意を表するものです。

平成4年3月

長野市教育委員会

教 育 長 奥村 秀雄



例 言

ー本書 は、 小規模河川（聖川）改修事業および、 一般県道（篠ノ井稲荷山線）道路改良事業にともない、 昭和55-57

年度• 平成元-3年度にわたり継続して実施した埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2
 

発掘調査事業は、 長 野県長 野建設事務所長と長 野市長との契約に基づき、 長野市教育委員会が担当し、 長野

市遺跡調査会（昭和55-57年度）、 長 野市埋蔵文化財センタ ー （平成元 年度～ ） が実施した。

3
 

発掘調査地籍は、 長 野市篠ノ井塩崎字浄光• 北畑• 山崎東にわたる。 周知の埋蔵文化財「篠ノ井遺跡群」範

囲内とし、 調査位置を明示するため、 地点名として「聖川堤防地点」と呼称する。

4
 

本書では、 調査によって確認された遺構 ・ 遺物について、

載の要領は次のとおりである。

その概要を提示することに主眼を置いた。 資料掲

・検出した遺構との概要は、 調査範囲の地区毎に、 III章において記述した。

・遺構と遺物（土器） の詳細については、 IV章ー 1-7において時代別に記述した。 ただし現在まで整理の途上

にあるため、 全てを資料化して掲載するには至らない。 良好と思われた一部分を抽出したに留まる。

• 土器を除くその他の遺物については、 一括して分類検討した。

掲載した。

その成果について、 写真とともにIV章一7に

• 金属製品のうちの一部は、 保存処理 ・ 復元の過程も含めて、 検討成果をIV章一8 に掲載した。

5
 

本書 作成における作業は、 各調査員が分担し、 執筆分担は次のとおりである。

IV章ー 7

IV章ー 8

その他

森泉かよ子 （一部を寺島孝典）

白沢勝彦（長野県埋蔵文化財センタ ー 調査研究員）

青木和明 •寺島孝典

なお、 遺物実測 ・ 写真撮影を、 青木一 男· 千野浩• 飯島哲也• 中殿章子 ・ 横山かよ子 が補助した。

6
 

調査によって得られた諸資料は、 長 野市教育委員会 （担当 長野市埋蔵文化財センタ ー ） で保管している。
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I 調査経過

1 調査に至る経過

埋蔵文化財包蔵地が集中的に存在する長野市篠ノ井塩崎地籍においては、 昭和63年度着工の高速道路「長野自

動車道」建設事業を中心として、 各種関連事業による土木工事が活発化し、 埋蔵文化財記録保存のための発掘調

査が継続的に実施されている。 このうち、 県教育委員会 の主導により 埋蔵文化財の保護がはかられる高速道路用

地内を別として、 高速道路用地周縁の各種関連事業も含めてのその他の事業に伴う保護措置に関しては、 県教育

委員会 の指導により 、 市教育委員会が担当することとされている。

長野建設事務所は千曲川左岸の水防対策として、 昭和54年度に大規模自転車道整備事業として堤防改修を実施

し、 引き続いて、 千曲川増水にともない氾濫の危険を常にはらんできた千曲川支流聖川に関して、 小規模河川改

修事業に済手することとなった。 事業は、 現堤防を付け替え • かさ上げするとともに、 河川流路幅員を拡張し、

千曲川との合流地点から上流へと向かって、 継続的に実施される計画であった。 事業計画地は周知の埋蔵文化財

「篠ノ井遺跡群」範囲内に位置するため、 県教委• 市教委と長野建設事務所との協議を経て、 記録保存のための

発掘調査実施が決定された。 調査は昭和55年度に箔手し、 以降事業進捗にあわせて継続されることとなる。

図1 調査の実施範囲と字名(1 : 5,000) 

-1-



2 発掘調査の経過

昭和55年度に殖手された小規模河川改修事業にともな

う埋蔵文化財発掘調査は、 昭和57年度までの 3 次にわた

って、 保護対象の約5割において調査を完了した。 それ

ぞれの調査範囲は地区名称としてI -JJJ区と命名した。

その後、 6 年間の施工中断により、 発掘調査も休止をみ

たが、 高速道路建設事業の開始により、 河川改修事業に

も拍車がかかり、 平成元年度に至って、 残りの部分につ

いての発掘調査が再開されることとなった。 調査対象地

は県道篠ノ井稲荷山線をはさんだ東西に別れ、 それぞれ

をA · B区と命名した。 翌 2 年度には、 県道沿いに残さ

れた橋梁施工範囲C· D区についての発掘調査を完了し、

河川改修事業に伴う保護対象の予定範囲において全ての

発掘作業を完了するに至った。

河川改修事業に関連し、 県道篠ノ井稲荷山線聖徳橋付

近においては、 橋梁の付け替え および道路拡張を主とし

た一般県道改良事業が計画された。 河川改修事業と並行

して埋蔵文化財記録保存のための発掘調査に着手するこ

ととなり、 平成 2 年度に棉梁をはさんだ南 北部分を

SIA· SIB区とし、 平成 3 年度には残りの北側部分を

SIC· SID区として発掘作業を完了するに至った。

以上の発掘作業と並行して整理作業を実施し、 平成 3

年度に両事業にかかわる調査報告書 の刊行に至った。

各事業 ・ 年度別の経過概要は次表のとおりである。

小 年 度 昭和祁年度 昭和56年度 昭和57年度

模聖 地区 1 区 I] 区 田 区
河川
川改 字 名 浄光 浄光 浄光

改修 面 積 550 rrf 510 rrr 910 rrr 
修事

聖川と事業対象地

昭和55年度(I区）

平成元年度 平成2 年度

A 区 B 区 C 区 D 区

浄光 北畑 浄光 北畑
1340 rrf 1210吋 320吋 500 rrf 

事業 調査日 I 1/4 -I 1/20 11/15�11/26 10/15 -11/10 6/12 -12/13 7/31 -10/9 6/30 -8/8 7/30 """9/14 
業 日 数 15日 12日 25日 80日 46日 30日 27日

一篠 年 度 平成2 年度 平成3年度
般ノ

県井 地区 SIA区 S I B 区 S I C区 S I D区 調査面積は、 遺構測屈部分のりi純而積であり 、

道稲 実質の調査範囲面柏を示してはいない。
改荷 字 名 山崎東 浄光 浄光 浄光 また、 平成元年度以降は 、 _;ff/附的に存在してい良山 面 積 420 面 110 ref 160 rrf 80面
事線 る追構群に対応するため 、 検出面を 2-3 而設定
業 調査日 8/30 -11/13 10/30 -11/19 7/8 -8/5 している。 実質の調在而梢はりi純ffii栢をはかるに

日 数 47日 15日 19日 上回る。

表1 年度・地区別事業概要
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昭和57年度(ill区）

平成元年度(A区 ・ 西） 平成元年度(B区）

平成元年度(B区・下層） 平成2年度(C区）

平成2年度(D区） 平成2年度(D区 ・ 下陪）
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3 調査体制

(1) 昭和55-57年度の調査体制（職名・所属は当時）

長野市遺跡調査会の組織

会 長 中村博二（長野市教育委員会教育長）

委 員 米山 ー 政（長野市文化財保護審議会長）

桐原 健（長野市文化財保護審議会委員）

千野和徳（長野市教育委員会教育管理部長）

小池淳美（長野市教育委員会教育次長）

関川千代丸（長野市教育委員会文化財専門主事）

矢口忠良（長野市教育委員会主事）

監 事 田 中穂桔（長野市教育委員会総務課長）

事務局長 関口 仁（長野市教育委貝会社会教育課長）

局 員 吉池弘忠（長野市教育委員会社会教育課課長補佐）

根津伸夫（長野市教育委員会社会教育課主事）

調査団の構成

団 長 森嶋 稔（上山田小学校教諭）

調査主任

調 査員

矢口忠良（長野市立縛物館主事）

山口 明 青木和明（長野市立博物館主事）

石上周蔵 小林秀行 竹内稔 直井雅尚 田中正治郎 臼田美智子 宮城孝之

白崎卓 馬場長光 込山秀一 石渡俊 一 奥山元彦 大竹庄司 小島秀典 平尾佳代

深井幸人 山下俊幸（以上信州大学考古学研究会）

市村勝巳 大林育葉 倉島千智 坂口清子 樋口良江 水品紫乃（以上長野市立博物館）

参加者 沓掛政夫 矢島憲之 宮崎保雄 伊藤忠治 太田豊ー 山岸義久 北村政春 矢島忠恒

矢島秀子 駒村より子 三宅秀子 矢島喜和子 広瀬政子 樋口太一 田中信子 百瀬京子

北村秀一 三宅 清 宮崎美裕 深沢優子 北沢やすい 小出金人 田中利夫 深沢伊喜栄

三宅利正 山岸すめる

平成2年度(SI A区・北） 平成2年度(SI A区・南）
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(2) 平成元年-3年度の調査体制

調査主体者 長 野 市 教 育 委 員 会 教 育長

調 査機関 長 野市埋蔵文化財センタ ー 所 長

奥村 秀 雄

水 沢国 男（元. 2年度）

調査係 調査係長

主 事

主 事

主 事

専門員

専門員

専 門員

小 山 正(3年度）

庶務係 所長補佐 小 山 正（元 ・ 2年度）

山中武徳(3年度）

矢口忠良

青 木 和 明

千野 ,伍.11o 

職 員 青 木 厚子

飯 島哲 也(2· 3年度）

中 殿 章 子

横山かよ子

森泉かよ子(3年度）

専門主事

専門主事

専門主事

専門主事

専門主事

職 員

執 筆 者 白沢勝 彦（長野県埋蔵文化財センタ ー調査研究員）

小 松安和

中 沢克三（元 ・ 2年度）

大室 昂（元 ・ 2年度）

羽場卓雄(3年度）

太 田重成(3年度）

今井悦子（元 ・ 2年度）

調 査員 原 正樹 寺 島孝典 矢口栄子 清 水隆寿 笠井敦子 山崎佐織

調査参加者 青島芳子 ・ 県明美 • 五十嵐くに子• 井堀五郎 ・ 岩崎弘子 ・ 内山直子 ・ 内山裕賞• 太田豊一

飯島さゆり ・飯島大輔• 飯島なみ子 ・ 岩崎弘子 ・ 親松とめ子・春日芳智• 春日優・岸田武子

北沢やすい• 北村利雄 • 北村幸久• 北村芳雄 ・北村みち江 ・ 熊谷千代子
ー

• 倉石恵子 ・ 小塚邦子

小林卓也・小林里咲• 駒村より 子 ・小山統• 坂田由利子・塩原恵美子 ・柴田 すみ子• 島田茂子

清水節子 • 清水保之 • 高橋綾子 ・ 高橋清子 ・ 竹前有倍子・田中きよ江 • 田中祐子・中沢源太郎

中島ふじ子 ・西沢正子 ・ 西沢乾 • 祢津千恵子 ・ 筏戸孝志 • 橋爪孝次 • 花立めぐみ • 堀内ます子

松坂千鶴 ・丸山純子 ・ 南沢近登 • 南沢仲三 ・ 峰村多恵子 • 宮尾 妙· 三宅計佐美・三宅利正

宮崎和子 • 宮崎龍子 ・ 矢島早苗• 矢島秀子・矢島喜和子 ・矢島智美• 柳沢操• 柳沢理恵

山本恵美子 ・山本忠博• 山本富江 • 山本ま り 子 ・ 山本真紀 • 山田令子 • 吉沢澄子 ・ 吉沢昇

整理参加者 池田見紀• 岡沢治子 ・ 小 泉ひろ美• 徳成奈於子 ・ 橋爪孝次

足掛け12年にわたる調査のなかで、 多くの方々のご支援ご助力をいただいている。 長野建設事務所関係者から

は、 河川改修 ・ 道路改良事業との調整についてご努力をいただいた。 施工業者の川中島建設株式会社からは、 現

地調査の便宜をその都度はかっていただき、 安全管理面でもご配意いただいた。 ま た、 長野県教育委員会• 長野

県埋蔵文化財センタ ー諸氏から、 保護及び調査内容について多角的にご指導をいただいた。 さらに、 調査の遂行

においては、 参加者募集等でご苦労頂いた区長 各位及ぴ、 地元山崎• 平久保区の皆様より 、 絶大なご援助を賜っ

た。重ねて厚くお礼申し上げたい。
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II 篠 ノ 井遺跡群の環境

長 野市南部の篠ノ井地区に広がる千曲川左岸の氾濫原には、 大規模な自然堤防が発達している。 この自然堤防

上は、 当該地において水稲耕作が開始されて以来、 好適な集落立地 条件として選択され続けてきた ら し 〈 、 ほぼ

間 隙なく逍物の散布が確認されており 、 その全域が埋蔵文化財包蔵地として周知されている。 この自然堤防上の

埋蔵文化財包蔵地はいくつかの遺跡群として区分され、 そのなかで、 自然堤防を開削して千曲川に合流する聖川

と岡田川とにはさま れた地域が篠ノ井遺跡群であり 、 当該調査地はここに包括されることになる。

篠ノ井追跡群と同様の立地をとる、 千曲川自然堤防上の遺跡を列挙すると、 左岸では上流から「八幡遺跡群」

（更埴市） ・「塩崎遺跡群」・「篠ノ井遺跡群」• 「横田 遺跡群」（長野市） 、 右岸では、「粟佐遺跡群」 ・「屋代遺跡群」・

「 土 口 遺跡」 （更埴市） があり 、 は ぽ連続した集落遺跡範囲が設定されている。 さらに、 その後背湿地は、 左岸・

右岸ともに条里的な地割を残す水田 地帯として知られ、 それぞれ「石川 条里遺跡」（長野市）「更埴条里水田 址」（更

埴市） という生産遺跡範囲が設定され、 集落域と生産域とが一体となった、 きわめて良好な歴 史的景観が形成され

図 2 篠ノ井遺跡群 と周辺の遺跡群(1 : 50,000) 
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図 3 篠 ノ 井遺跡群 • 塩崎遺跡群の調査位置 ( 1 : 1 3 , 000) 
1 . 中 部電力鉄塔地点 2 . 市営塩崎体育館地点 3 . 市道山崎唐猫線地点 4 .  大規模 自 転車道地点
5 .  型 川 堤防地点 6 . 市 道角 間線地点 7 . 塩崎小学校地点 （破線 内 は 想定 さ れ る 居住域の範囲）
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ている。 昭和63年度以来、 県 埋蔵文化財セ ンタ ーにより継続して発掘調査が進め ら れている高速道路用地内にお

いては、 石川条里遺跡で弥生時代か ら 近世に至るまでの各時代にわたる埋没水田 遺構、 篠ノ井遺跡群で弥生時代

後期の環濠集落等 の検出が報じ ら れており、 大規模集落群とその成立の背景となる広大な生産基盤との関係を解

明するうえで、 その成果に大きな期待がかけ ら れている。

居住域となる自然堤防上に広範囲に設定された篠ノ井遺跡群での埋蔵文化財調査は、 昭和54年の大規模自転車

道建設にともなう発掘調査が端緒となっている。 その後い 〈 つかの開発行為にともない、 埋蔵文化財発掘調査が

継続的に実施され、 今回報告する発掘調査地を含めて 5 地点を数え ることとなった。

昭和54年度 「大規模自転車道地点」 （平久保 区 ） 字堀之内 ・ 高 畑• 五倫 「篠ノ井遺跡群」 1980

昭和63年度 「市道山崎唐猫線地点」（平久保区 ） 字姫宮 ・ 五倫· 宗 旨坊 • 浄光 『篠ノ井遺跡群 II 」 1989

平成元年度 「中部電力北信坂城線鉄塔地点」（山崎 区 ） 字中田 『篠ノ井遺跡群III」 1990

平成元年度 「長野市営塩崎体 育館地点」 （山崎区） 字北畑 「篠ノ井遺跡群llIJ 1990 

昭和55年度～ 平成 3年度 「聖川堤防地点」 （山崎区 ） 字浄光・北畑 • 山崎東

発掘調査により明 ら かとなる調査地点により 、 検出遺構 ・ 遺物の所属年代や密度にそれぞれの特色を見出すこ

とができる。 しかしそれ以上に重要な所見は、 集落の痕跡がほ ぽ間断な く 連続して認め ら れ、 遺構の空 白地帯を

認め 難い点にある。 長 野市教育委員会では、 この調査所見を重視して、 地籍名等 に基づく遺跡名称の新たな設定

を保留 し 、 篠ノ井遺跡群のなかの地点として報告することを基本姿勢としてきた。 地点といっても 、 対象が複数

の地籍 （字 ） にま たがる場合が多いため、 調査の起因となる事業 （建造物 ・ 道路 ） の名称を冠して、 位置を明示す

ることとしている。 現時点において我々は、 遺跡群内を個別遺跡に分割する明確な根拠、 あ るいは、 遺跡群内に

地 区割を施す統一的な基準を提示するに至っていない。 遺跡群の複合的な構成についての解明を試みるためには、

調査成果に基づいて個別遺跡の集合体として整理分割して見せる作業や、 地区・地点を特定するために合理的な

地区割が必要となることは明 ら かである。 ここでは、 その作業を将来的な課題として残し、 再検討を期するもの

である。

なお、 今回報告に及んだ聖川堤防地点は、 調査年度と位置により 11地区に分割してある。 このうちSIA区に関し

ては、 聖川以南の自然堤防上に位置しているため、 従来の認識か ら すれば「塩崎遺跡群」範囲内にあ る。 次章で

述べるとおり 、 平安時代における遣構分布とその連続状態か ら 、 一連の遺跡と判断することが妥当と考え 、 本書

では他地区とあわせて 「篠ノ井遺跡群」 範囲として取り 扱うこととした。 この判断について若干の補足説明をし

ておきたい。

「篠ノ井遺跡群」と 「塩崎遺跡群」とが聖川により区分された経緯は、 地 形的な観点か ら 便宜的にその境界がに

設定されたという。 ただし、 詳細は不明確ではあ るが、 現在の河川位置は江戸時代の改修工事により 固定された

ものと伝え ら れており 、 歴代の流路については現在の位置に固定されるべきものではない。 現地形か ら 見れば、

旧 来の主たる流路は、 聖川現流路の約lOOm南に位置する浄信寺川付近に求め ら れる可能性が指摘され、 塩崎遺跡

群「市道角間線地点」 の発掘調査においても、 奈良 • 平安時代の集落遺構が空 白となる凹地が確認されている。
一方 、 今回の調査ではD区において弥生時代 中期の凹地の一部と推定される地形の落ち込みが検出されており 、

現在の流路付近もあ る時期の地形的な断絶 として侮ることはできない。 B · D区における平安時代水田 の成立も

これに連動するものであろう。 これ ら を総合して判断すれば、 時代ごとの自然や人為の要求により 聖川流路が変

移してきたこと、 集落の構成もそれと連動して推移してきたことが示唆されよう。 遺跡群の境界としてのみな ら

ず、 生活用水として遺跡群の成立と密接な関係を有するべき聖川について、 各時代における人為も含めた流路変

更や分岐等 の変遷を明確にすることも、 遺跡群構造把握の面か ら は極めて重要な課題として残される。
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III 調査 概 要

1 調査方法 と 範囲

調査範囲

河川改修及び道路改良事業の拡幅部分にあた る調査地は、 用地幅が最大でZorn程度ながら、 延長は聖川堤防沿

いで東西450m 、 県道沿いで南北150m とい う 狭長な範囲であ り 、 調査年度単位で11か所の地区割が設定 さ れた 。

調査の実施が 多年度に分割 さ れ、 河川法等 による 規制のほかに安全面においての配慮、 あるいは生活道路等 の確

保や構造物の存在から 多 く の制約が生 じ た 。 こ の た め、 調査対象の全てにおいて調査を実施する こ とが叶わなず 、

各調査区は互いに接合 し ない場合が 多い。 ま た 、 調査区のうち I · II 区は高速道路用地とは ぱ接する位置関係に

あるため、 後に実施 さ れるこ ととなった 高速道路用地内での発掘調査検出遺構とは連続関係を有する こ ととなる。

調査方法

東側から漸次渚手 さ れた調査のなかで、 自然堤防の中央部に向かって調査が進む は ど、 遺構密集度が増す傾向

が認められた 。 さ らに遺構の存在位置が各時代重層的に存在する こ とが認識 さ れ、 遺構の検出面を複数設定 し な

がら、 作業を進める必要に迫られた。 し か し ながら、 僅か 1 mの厚 さ の包含層 中に弥生時代の初期から平安時代

図4 調査範囲と調査区(1 :_ 3, 000) 
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（灰黄褐色土）

（褐灰色）

（黒褐色～ 褐灰色）

表土

上部は耕作等に よ る 撹乱

撹乱は下部に ま で達 す る 可能性あ り

下部は 中世～ 平安新期の包含踊

平安古 • 中期の包含府

弥生m-v 期の包含屑

古坑 ～ 弥生 V 期の 包 含府

住居 ？

弥生 I · I I 期 の 包 含I屑

（ 褐灰 色粘質） 無逍物府

゜

図5 調査地の土層(S I A 区北壁）
l m  

に至るまでの各時代遺構が激 し く重複する部分では、 遺構確認において判別困 難な状況もあり 、 必ず し も分層的

に調資を成 し え たとは言い切れない。 上部遺構とそれに伴 う 遺物、 下 部遺構とそれに伴 う 逍物が混在 し て検出 さ

れる例は数 多 く 存在 し ている。 ま た、 誤認 さ れたま ま の遺構のほかに、 検出を完了できなかった逍構と未確認の

ま ま 残 さ れた遺構も 多 く 存在 し ているといわ ざるをえ ない。 天井川を呈する聖川に近接 し て、 下層の検出面では

は ぼその河床と同 レ ベ ルの位置で作業を進める こ ととなったため、 著 し い湧水により遺構の検 出が不十分となっ

ている。 調査成果の公表にあたっては、 ま ずは こ れ ら の不確実要因の存在について注意 し ておきたい。

遺物整理作業は、 現場において作成 し た遺物台帳をもとに進めたが、 台 帳の整備と出 土遺物総体と し ての把握

にと どまり 、 そのはとん どが整理の途上にある。 土器に関 し ては一部を除いて接合復元にまで着手 し ていない。

石器とその他の遺物に関 し ても実測 図作成にまで至 っ ていない。 遺構図の整理作業も途上に位置 し ている。 同 じ

く 調査遺構を総体と し て把握する こ とに主眼を置いたため、 一部を除いて測量成果を個別に提示する作業には着

手 し ていない。 以上整理作業を完了できないま ま 本書 作成に至っている こ とを明記 し てお く 。

なお、 平成元年度以降の調査では、 国土座標第VIII系を碁準と し て遺構測 量を実施 し 、 測 最成果のはとん どに座

標値が備え ら れているか、 それ以前の調査( I - III 区） は こ の範囲ではない。 両者を整合 さ せるために、 座標値を

持たない I - III 区の遣構固整理にあたっては、 建設事務所作成の三斜状景図等 を基礎と し て、 調査範囲の座標値

を一部復元 し 、 目安と し て表示 し てある。

調 査地 の 土層

調査対象地の全域を通 し て、 土 層 序の顕著な変化は認め ら れない。 色調を除いて堆積土壌は 自 然堤防特有の砂

質土に終始 し ている。 ただ し 、 自 然堤防の後背湿地側に位置するB · D 区では、 平安時代の水田層を形成する粘

質土層とそれを被覆する細粒砂層の存在が例外的である。 畑地及び宅地と し て近世以降連続的に利用 さ れてきた

調査対象地は 、 地表下 I m近 く までは、 多 く の範囲で耕作等 による攪乱が及んでいると考 え てよいだろ う 。 こ の

地表下 1 m までを除外 し てそれ以下の約 1 mの厚 さ の土 層 中に、 弥生初期か ら 平安時代、 一部は中世に至るまで

の遺構とそれに伴 う 遺物が包蔵 さ れている。 土層と遺構との関係が明確に把握できたSIA 区 におけ る土 層断面図

を提示する。 各検出面の設定位置は調査区によって流動的であるが、 基本的には調査対象地全域での認識に一致

し ている。 おおむ ね、 弥生後期か ら 平安時代までは上部黒褐 色 土 層 中に、 弥生中期以前は下部黄褐色土層 中に、

遺構掘り 込 み 面か存在する ら し く 、 それぞれに検出面が設定 さ れる。

- 10-
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地区 住 居 軒 溝 本 土 隕 • 井 戸 基 そ の 他 特 記

I SB- l-2 2 SD- 1 1 井戸— 1 -23 2 3  古墳時代周溝墓第 1 群 ( SDZ- 1 · 2 )

[[ SB-3-8 6 SD-2�6 5 SK- 1-4 井戸 1 3  古墳時代周溝墓第 2 群 ( SDZ-3 )

III SB-9- 1 8  I 0 SD-8- 1 3  6 SK-5- 1 5井戸 2 0  弥生時代周溝墓群 ( SDZ-4 -8 ) 

A SB- 1 9  -63 45 SD- 1 4 �2 1 8 SK- 1 7  -36 2 0  古墳時代周溝墓第 3 群 ( SDZ-9 - 1 0 ) 掘立柱建物 3

B SB-64 -73 1 0  SD-22 -24 3 SK-37 -43 7 掘立柱建物 3 平安時代水田 石囲炉

C SB-74 -8 1 8 SD-25 · 26  2 SK-44 -70 26  掘立柱建物 l 炭焼窯

D SB-82 -88 7 SD-27 I SK- 7 1  -89 1 9  掘立柱建物 l 平安時代水田 弥生時代地形落ち込み

S I A  SB-89 � 1 08 20  SD-28 ・ 29 2 SK-90  - 1 2 3  

S I B SB- 1 09- 1 1 3  5 SD-30 �32 3 SK- 1 2 4- 1 27 

S ICD SB- 1 1 4- 1 2 0  7 SD-33 · 34 2 SK- 1 28- 1 34 

総計 1 2 0  33 

表 2 地区別検出遣構

検 出 遺構 と 分布

11か所 に 分割 さ れ た 調査区に お い て 、 確認す

る こ と か で き た 追構 は 竪 穴 住 居 跡 1 20軒 を は じ

めと し て 多 く を 数 え る 。 辿物出 土の 認め ら れ な

い 遺構に 関 し て は 番号付け し て い な い た め 、 実

数は こ れ を 上回 る 。 調査区に よ っ て 、 遺構の 密

度と 、 分布す る 遣構の 種類、 所属年 代 に 格差が

あ り 、 時代別の 遺跡空間利 用 に い 〈 つ かの 傾向

を 指摘す る こ と が で き そ う であ る 。 検出 遺構の

所属年代に つ い て は 、 出 土土器に よ り 次の 時期

を 設定 し た 。 詳細 は 次章 に 譲 る か、 そ れ ぞれの

時期に お け る 指標 を 示 し て お く 。

弥生時代 ・ I 期 氷 式 及 び その 直後

弥生時代 ・ II 期 庄 ノ 丈Ill 式と その 周辺

弥生時代 ・ III期 栗林式と その 周辺

弥生時代 ・ V 期 箱消水式

古墳時代 • 前期 須忠器出現以前

古墳時代 ・ 後期 須恵器出現以降

平安時代 ・ 古期 底部ヘ ラ 削の 土師器杯

平安時代 ・ 中 期 底部糸切の 土師器杯

平安時代 • 新期 須 患器消滅

時代

弥

生

I 

II 

弥

生

Ill 

弥

生

V 

古

項

平

安

他

不

明

34 石囲炉 (SB- 1 08)

4 

7 

1 7 3  

遺楕 1 区 II 区 III区

住居

溝

土填

住居 4 

清

土填 I 

住居 2 I 

溝

土填 5 

周溝 5 

住居

溝 I 

土隕

周溝 I I 

掘建

住居 I 4 5 

溝 2 4 

土填 4 4 

掘娃

住居 I 

溝 I 2 I 

土隕 23 ， I I  

周溝 I 

中 世 内 耳 土器と カ ワ ラ ケ 表 3 時代別検出遺構

- 1 5 -

A 区 B 区 C 区 D 区 SIA SIB SIC SID 

1 5 

2 5 18 2 

1 0  I 2 I 

2 

5 3 2 I 

活込

3 I 

I 

I 6 2 2 I 2 I 

I 2 I I 

2 I 4 

1 

3 I I 

3 1  2 6 4 1 2  4 3 

4 I I I I I 2 

7 5 4 I I  2 2 

3 

水田 水田

I I 

4 2 ， 2 1  2 I 3 

総計

7 

27 

1 8  

1 

1 2  

7 

I 

5 

5 

1 5  

6 

1 

4 

5 

72 

1 7  

39 

3 

水田

I 

6 

85 

I 



2 I 区の概要

幅貝 lOm 弱 、 延長68m に わ た っ て調査 さ れ た この地区では、 中世井戸群と古墳時代周溝墓が検 出 さ れ た 。 調査

地の 南側 では地 形が緩 く 傾斜す る 傾向 が認め ら れ 、 ま た 、 聖 川 対岸部分での 試掘調査 に よ る と 、 地 表下約 1 . s m か

ら グ ラ イ 化 し た 粘土 • 砂の 互層 が確認 さ れ て お り 、 千曲 川 流路への 落 ち 込み を 示す 可能性があ る 。

中 世 井戸群

総数23基が検 出 さ れ て い る 。 い ず れ も 円 形 を 呈 し 、 l m 内 外の 直径 を 測 る 。 底面 ま で検出 に 及 ん でい な い た め

深 さ は 不 明 、 6 基か ら 内 耳土 器等が出土

し 、 中 世の 所産と 判 断 さ れ る 。

古墳時代周 溝墓第 I 群

検出 さ れ た 2 基 を も っ て 、 周溝墓第 1

群と す る 。 隣接す る 高速道路用地 内 では

他に 2 基が確認 さ れ た との ご教示が あ る 。

SDZ- 2 か ら は 中 世の 追 物 か 比 較 的 多

〈 出土 し て い る た め 、 古墳時代周溝墓に

該 当 さ せ る こ と に は 問題が残 る か も し れ

な い。 周 溝内 よ り 一括の土 器 出 土 を 見 た

SDZ- 1 に つ い て は 次章 で詳述す る 。

周 溝墓第 1 群 ( S D Z - 1 )

� I I 区東

中世井戸群

O 0 。 °

- 16 -

中世井戸群

周 溝袋第 1 群
④ 

I 区 tom 
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3 II 区の概要

排水路 を は さ ん で束と西に分断 さ れて い る 。 束では 中世

遣物と井戸群 、 調査面栢の大半 を 占 め る 西側では、 平安時

代の大溝と住居群、 古瑣時代の大溝と周溝墓、 弥生時代後

期の住居群が検出 さ れた。

中 世井戸群

7基が検出 さ れ 、 I 区から連 な る 帯状の分布 を 形作っ て

い る 。 こ の分布域には 、 比較的該期の遺物 出 土が 多く 、 居

住域としての利用 を 想定すべきであ ろ うか。

平安時代古期 大溝 • 住居群

SD - 5 は 6 m を 測 る 大溝であり、 多数の土器類出土が認

められた。 一部の辿物は奈良時代にま で さ かのぼ る こ とが

予想 さ れ、 長期にわたり機能した水路と位置付けてお 〈 。

この溝 を 境として、 西側には 同時期の住居か 4 軒検出 さ れ

ており、 大溝により居住域が区画 さ れてい た可能性が認め

られ る 。 なお、 大 溝からは 、 解体 さ れたと考え られ る 馬骨

が比較的 多 く 出土 し て い る 。 該期の馬骨 出 土に関しては、

祭祀的 な面から検討 さ れ る 場合があ る か、 牒耕馬の普及と

食生活のあり方も含めて、 その意味 を 多角 的に検討 し たい

と こ ろ であ る 。

平安時代大溝 ( S D - 5 )

弥生 V 期

口
- 17 -

II 区全景（束よ り ）

古墳時代大溝 ( S D - 3) 

ロ
II � ［束

④

� 

中 世井戸群
IOm 

l...i........L.,...J— .J 



古墳時代大溝

幅 5 m のSD- 3 肩 部か ら 底 部 穿 孔の

赤 色塗彩壺 1 個体が出土 を みている。 頸

部に接合する同 一 個 体 破 片 がSDZ - 3 

より出土し、 は ぼ同時代に機能してい た

ものと判断される。 底面ま での深さは約

I m 、 覆土上部には該期周溝墓に特有の

レ ン ズ状黄褐色土の堆梢が存在する。 周

溝墓との関連にお いて注意される。

古墳時代周溝墓 第 2 群

III 区 に ま たがって検 出 さ れ たSDZ -

3 を もって周 溝墓第 2 群とする（高速道

用地内 では 他 に 1 基が検出 さ れ て い る と の

ご教示 ）。 詳細は次章に譲るが 、 突 出部 を

もつ前方後方形 を 呈し 、 最大長24m を 測

る大形周溝墓である。

弥生時代 V 期住居群

2 軒検出されている。 SB - 6 か ら は多

爵の土器類が出土してい る。 詳細は次章。

SB- 8 は、 床面の直上に多鼠の炭化材が

認め ら れ、 火 災の痕跡 を と どめている。

土器類の出 土は少ない が、 床面の一部に

炭化した敷物が遺存し、 賞重な資料とな

っ てい る。

弥生 V 期住居(S B - 6 )  

周 溝墓第 2群(S D Z - 3) 束半

同上西半

- 18 -
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炭化 し た 編物

弥 生 時 代 V 期 の 住 居 跡SB- 8 

出 土 の 炭 化 し た 敷物は 、 多 屈 の 炭

化材の下 、 床 面 の 一部分に の み逍

存 し て い た 。 追存 を 確 認 し た 範囲

は 80 X 40cm程度 、 イ ネ 科植物 と 推

定 さ れ る 茎 を 網 代の よ う に 編 ん

でお り 、 住居床の敷物であ っ た と

考 え ら れ る 。 当 時の住生活 を 物語

る 査料 と い え る 。

遺 構 時 代 ・ 期
遺

地区
規模 • 平 面形

I SB- I 中世？ 4. 5X 方形

I SB-2 平安？ 4. 6 X  方形

II SB-3 平安 • 古 3. 3 X 2. 8 方形

II SB-4 平安 • 中 3. 3 X 3. 2 方形

II SB-5 平安 · 古 3. 6 X 方形

II SB-6 弥生 · V X 3. 3 長方形

II SB-7 平安 • 新 ？ 3. 3 X 方形

II 田 SB-8 弥生 ・ V 6. 8 X 長方形

I SD-I 中世 幅l 3 �  

II SD-2 ？ 幅0. 8 -

II SD-3 古墳 • 前 幅5. 8 -

II SD-4 平安 • 古 幅1 . 4 -

II SD-5 平安 ・ 古 幅6. 3 -

II SD-6 ？ 幅0 6 -

1 SDZ-1 古墳 • 前 幅3. 5 -前方後方？

I SDZ-2 中世？ 幅1 . 0 � 方形

ll lll SDZ-3 古墳 • 前 幅4. 0 -前方後方形

II SK-I 平安？

II SK-2 ？ 径0. 7 円形

II SK-3 平安？ X 1. 2 

II SK-4 平安？ I .  7 X I . I 

I 井戸 中世 ぬ6· 9 ・ 1 6 ・ 2 1 ・ 25 ・ 29

II 井戸 平安 ぬ24

I 検出面

[[ 検出面

表 4 I · II 区検出逍構

弥 生 V 期の炭化編物 ( S B - 8 ) 

構 遺 物

施 設 等 量 土器 概要 そ の 他

東カマ ド Aノヽ

北カマ ド Aノヽ

西カマ ド 1ノJ ヽ

西カマ ド 中
,ノ] ヽ

多 土器一括廃棄

西カマ ド Aノヽ

火災住居 少 炭化材 ・ 炭化編物

Aノヽ

集石
,ノ1ヽ 穿孔壷 1 (SD2-3) 

SD-5と連接 多

S0-4- 6 と 連接 多 獣

SD-5と連接

周溝墓 中 溝内埋没土器5個体

周溝墓？ ,ノJ ヽ 中世土器出土

周溝墓 ,ノ] ヽ 穿孔壷破片 (SD-3)

Aノヽ

墓？

墓 人骨
ノノl ヽ

,ノ]ヽ

- 21 -



幅員10 - 15 ID 、 延長70m にわたっ

て調査された こ の地区では、 各時代

の住居や溝とともに弥生時代V期の

周 溝墓群が検出された。 調査範囲の

西側では、 各時代の追構が密集し、

居住域の中心部に 該 当す る 。

平安 時代溝群 • 住居群

II 区にかけて検出された古墳時代

周 溝墓第 2 群の西側に、 ほ ぼ同 じ 方

位をもって掘削された大小の溝が 4

本並列 し てい る 。 幅貝 5 m を測 る 大

溝SD - 13からは、 奈良時代の遣物を

含む平安古 • 中期の土器類が 多醤に

出 土してい る 。 規模の小さいSD -

8 · 11 · 12からは遺物出土が少ない

が、 大溝と一連の機能をもつ溝群と

なろう。 生活用水あ る いは耕作に関

連した水路と推定してお 〈 。 これよ

り 西側には同時期の住居が 5 軒確認

され、 A区へと連なる 該期の住居密

集域に属す る 。

弥生時代 Ill 期 住居群

調査 区の西半 に 4 軒検出され、 該

期の住居群が形成されてい る 。重複

関係を持たないが、 住居平面形態や

出 土土 器から、 その存続には若干の

時間差を考慮すべきか。

弥生Il l期住居群
J 

4 III 区の概要

III 区東半の全景

平安時代溝群 と 弥生 周 溝袋 • 住居

111 区
平安溝群

周 溝硲第 2 群

平安住居群 弥 生 V 期 周 溝袋群

- 22-
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弥生 V 期周 溝袋 ( S D Z - 4 )

弥生時代 V 期周 溝墓群

円 形 周 溝 3 甚(SDZ - 4 · 5 · 7 )  

と方形 周 溝 2 基(SDZ- 6 · 8 ) が確

認 さ れている。 連続的に構築 さ れた

該期の周 溝墓群としてとらえ られる

が、 出 土逍物や重複関係からある程

度の時間差 を 考慮すべきであ ろう。

円 形 周 溝墓は、 径 7- S m程度の

小規模周 溝であり、 複数の開 口 部が

確認 さ れる。 隣接して構築 さ れた 2

基のうちSDZ - 4 の 溝 中 には 大 形

壺 2 個体 を 利用した土 器棺が埋置 さ

れる。 方形周溝SDZ - 6 が重複し北

半分が失われて い るSDZ - 7は浅

い掘り 込みの溝により 、 土器数個体

が一括出 土している。 埋葬施設と 目

さ れる土堀(SK -10 ) からは、 人 骨 と

ともに各種副葬品が検出 さ れている。

方 形 周 溝墓は、 最大長16m を 測 る

大 形 のSDZ- 6と 、

一 辺lOm 内 外 の

SDZ - 8が 隣 接 し て 構 築 さ れ る。 向

者ともに周溝一辺の中 央に開口部が

設けられ、 溝の掘り込みは0 . 7m 近 く

の深 さ が確 認 さ れ る。SDZ - 6の 溝

中からは 多籠の土器出土が認められ

る。

周 滞 内の土器棺

111 区西半の全景

-23-



弥生時代 V 期 土壊群

方 形周溝墓SDZ- 6 周辺に は 、 4

基 の 土 堀 が 確 認 さ れ て い る (SK-

1 1 - 14) 。 長 さ 2 m 内 外の長方 形 を 呈

し 、 3 基か ら は 人歯 を 含む骨 片の遺

存 が確認 さ れ、 い ず れ も 墓堀の可能

性 を も つ も のであ る 。 SK-12に は 木

棺の痕跡と 判 断 さ れ る 掘 り 方 が認め

ら れ、 木棺墓と な る 可能性 は 高 い 。

出 土 遺物と し て は 、 SK - 11 よ り 鉄

鏃、 SK-12·14か ら は鉄釧の出 土 が

あ る 。 時 期特定の確実な 資料と は な

ら な い が 、 弥生時代 V 期の所産と判

断 し て お き た い 。

土堀群の分布状態か ら 、 周溝墓と

の関係 か想定 さ れ 、 両 者一 連と な っ

て 該期の墓域が構成 さ れ る 可能性が

指摘 さ れ る 。 周溝墓群は 、 該 期 で も

古相の土器出 土が認め ら れ る 小形の

円 形周溝墓と 、 新相の大形の方形周

溝墓の存在が明 ら か であ る 。 土堀群

は 、 そ の い ず れ かとの連関 に お い て

理解す べ き 性格 を も つと い え よ う 。

個別 遺構の詳細と出 土遺物に 関 し

て の記載は 次章 に 譲 る 。

弥生 V期土堀 ( S K - 12) 

( S D Z - 8 ) 西半

土堀 内 出 土鉄釧 ( S K - 12) 
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5 A 区の概要

幅員23-I 6m 、 延長67m に わ た っ

て調査 さ れ た この 地区では 、 比較的

広 い 面積 での 調査が実 施 さ れ、 平安

時代住居群、 古墳時代溝 ・ 周溝墓、

弥生時代各期の 住居群な ど 、 各時代

に わ た る 濃 密 な 遺構分布 が検 出 さ れ

た 。 特に 平安時代 ・ 弥生III期の 中 心

的居住域に 該 当 す る 。

平安時代住居群

調査範囲の 東半に 平安時代住居跡

24軒が激 し く 重 複 し な が ら 密集 し て

分布す る 。 新期 に 属す る 1 軒 を 除 い

て 、 古 • 中 期の 所産 であ る が、 そ れ

ぞれがさ ら に 重 複関係 を も つ た め 、

全て を 同 時存在とと ら え る こ と は で

き な い。 一定範囲 に お い て 連続的に

住居位置 を 移動 し た 結果とみ る こ と

が妥 当 であ る 。 古 期 は 北西 カ マ ド 、

中 期 は 北東 カ マ ド と な る 傾向 も 指摘

さ れ る 。 こ れ に た い し て 、 西半の範

囲 に は 該期の 住居分布が疎と な る 。

この う ちの S B -44 · 45は 干 曲 川 氾濫

砂に よ り 裂 わ れ て お り 、 仁和年間の

大洪 水に よ る 同時埋没か想定 さ れ、

見逃せ な い 資料であ る 。

A 区東半の全漿

A 区西半の全景

周 溝秘第 3 群 弥生Ill期住居群 @ 

弥生住居群

溝

l
l'
大培古

弥生 V 期
周 溝抵群

平安住居群
I Orn 

l...i....u.1 I —l 
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平安時代掘立柱建物

平安時代住居の重複 ( S B -25付近）

古墳時代大溝 (SD - 15) 

- 26 -

平安時代住居の重複 ( S B -40付近）

平安時代住居の 重複 ( S B - 50付近）

溝底の土器出土状態 (S D - 1 5) 



古墳時代周 溝墓第 3 群

最大長2 1 111 を測 る 大 形 の 周 溝 墓

SD Z - 9 と、 周 溝の一部のみ 確認さ

れたSD Z - 1 0をもって、 該期の周 溝

墓第 3 群とす る 。 両者とも突 出 部を

もつ前方後方形を呈 し 、 周 溝 内 か ら

底部穿孔壺を含む土器出 土 が認め ら

れ る 。 詳細は 次章に譲 るが、 SDZ -

9 区画内には 平安時代逍構の掘り込

み が認め ら れず 、 同時期にお いては、

お そ ら くは墳丘が意識 さ れていた ら

し い こ とが示唆 さ れ る 。

古墳時代大溝

調 査 範 囲 東半を斜めに縦断 す る

SD- 15 は 、 最大幅 4 111 深 さ 1 111近く

に達す る 大規模 な 溝 であ る 。 西か ら

東へ若干の比高差を有す る が、 延長

30111 でそ の差は僅か20cm程度であ り

水路と し てはやや落差が足 り な い。

溝底か ら は 完 形に近 い数個体の土 器

出 土があ る ものの、 生活に関連 し た

遺物廃棄は認め難い。 溝の方位が周

溝墓の主軸と一致 し てい る こ とも重

視され、 周 溝墓群との関連にお い て

理解すべき溝施設と位置付けたい。

弥生時代住居群

調 査 範 囲 西 半 に は 、 lI I 期 8 軒

(SB -54-58·60-62) と、 V期 2 軒

(SB-52·59) の住居が検出されてい

る 。 III期の住居は 一部で激 し 〈重複

し てお り、 該期の住居と し ては特異

な密集域を見せ る 。 こ れに付属す る

ら し い 、 断 面 漏 斗 形 を呈 す る 井 戸

(SK-31 ·34) も存在す る 。 V 期の住

居では長軸 1 0 111を測 る 大形住居の存

在が注 目 され る 。 SD - 19と し た完掘

してい な い 遺構も該期大形住居とな

る 可能性があ る 。

周 溝墓第 3 群の検出状態(S D Z - 9 )

周 溝墓の全景 と 大 ぎ さ (S D Z - 9 )

弥生時代住居群
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弥生lII期の住居 ( S B - 55 · 57) ( S  B - 54 · 56 · 58) 

遺 構 遺 物 I 

地区 遠 構 時 代 ・ 期
規 模 • 平 面 形 施 設 等 量 土器 概要 そ の 他

ll !Il SB-8 弥生 ・ V 6. 8 X 長方形 火災住居 Aノヽ 炭化材 炭化編物

Ill SB-9 弥生 · V 中

Ill SB- 1 0  弥生 ・ 1II 径4. 6 円形 炉 多 土器一括廃棄

Ill SB- 1 1  平安 · 中 3. 6 X 方形 ,ノ1ヽ

lll A SB- 12  平安 ・ 古 5. 0 X 方形 北東カマ ド 中

III A SB- 13  平安 ・ 中 5. 4 X 方形 中 土錘

田 SB- 14  弥生 • 田 楕円形？ 炉 多 土器一括廃棄

ill SB- 1 5  弥生 • 田 径4. l 円形 炉 ,ノJ ヽ 管玉 • 太型蛤刃 ・ 扁平片刃

田 SB- 16 平安？ 方形 月l阻焦重複？ Aノヽ

ill SB- 17  弥生 . III 5. 0 X 4. 8 隅丸方形 炉 中 石鏃

田 SB- 1 8  平安？ 方形 ,ノ]ヽ

A SB- 1 9  平安 • 新 4. 1 X 3. 6 方形 東カマ ド 2 

A SB-20 平安 ・ 古 4. 0 X 3. 9 方形 北東カマ ド ， 墨書 釘？ ・ 鉄滓

A SB-21 平安 2. 7 X 4. 6 長方形 北東カマ ド 2 晏

A SB-22 平安 • 古 4. 8 X 4. 6 方形 北東カマ ド 1 5  墨書 繋 ・ 刀子 ・ 鉄滓

A SB-23 平安 • 中 方形 北東カマ ド 2 

A SB-24 弥生 · V 方形 1 

A SB-25 平安 • 古 4. 3 X 方形 北西カマ ド l 晏書 鉄滓

A SB-26 平安 • 中 4. 3 X 方形 3 

A SB-27 平安 • 古 北西 2 連カマ ド 7 

A SB-28 平安？ 4. 2 X 方形 5 

A SB-29 平安 ・ 古 4. 2 X 4. l 方形 8 刀子 ・ 鹿角

A SB-30 平安 ・ 中 ？ 方形 2 鎌

A SB-31 平安 ・ 古 4. 4 X 方形 北西カ マ ド 6 

A SB-32 平安 • 中 4. 6 X 4. 5 方形 北西カマ ド 1 1  墨書

A SB-33 平安 ・ 中 4. 4 X 4. l 方形 北東カ マ ド 煙道 1 3  墨書 鉄

A SB-34 平安 ・ 中 方形 6 

A SB-35 平安 • 中 方形 4 黒色耳皿

A SB-36 弥生 • 田 径5. 9 円形 3 磨製石斧

A I SB-37 平安 • 古 4. 5 X 4. 2 方形 北西カ マ ド ， 鉄

表 5 lll · A 区検出遺構
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遺 構 遺 物
地区 遺 構 時 代 ・ 期

規 模 • 平 面 形 施 設 等 量 土器 概要 そ の 他

A SB-38 弥生 . III 円形 3 

A SB-39 平安 方形 1 

A SB-40 平安 • 古 5. 2 X 4. 7 方形 北西カマ ド 1 1  墨書 鉄 · 鹿歯

A SB-41 平安 ・ 古 方形 4 

A SB-42 平安 ・ 古 4. 2 X 4. 0 方形 北西カマ ド 6 

A SB-43 平安 方形 1 

A SB-44 平安 ・ 中 3. 6 X 3. 5 方形 氾濫埋没 北東カマ ド 5 仁和一括遺物

A SB-45 平安 ・ 中 3. 4 X3 .  2 方形 氾濫埋没 3 

A SB-46 古墳 ・ 後 4. 9 X 3. 8 長方形 北西カマ ド I I  紡錘車 ・ 耳環

A SB-47 平安 • 古 3. 4 X 3. 3 方形 北西カマ ド 煙道 7 

A SB-48 平安？ 3. 8 X 3. 5 3 

A SB-49 平安 ・ 古 4. 5 X4. 3 方形 北西カマ ド 煙道 10  

A SB-50 平安 ・ 古 4. 7 X 方形 南西カ マ ド 7 刀子

A SB-5 1  平安 • 古 方形 2 

A SB-52 弥生 ・ V X 5. 0 隅丸長方形 10  

A SB-53 平安 ？ 1 

A SB-54 弥生 • 田 径4. 4 円形 炉 5 有孔円板 • 鉄滓？ 石鏃 ・ 石斧

A SB-55 弥生 . Ill 4. 4 X 隅丸長方形 6 漆彩文鉢等一括出土 石鏃

A SB-56 弥生 · III IV 隅丸長方形 12 石鏃 ・ 扁平片刃 • 石斧

A SB-57 弥生 ・ ll1 6. 1 X4. 4 隅丸長方 8 石鏃 ・ 管玉

A SB-58 弥生 • 田 径li. 4 円形 3 石鏃 ・ 扁平片刃 • 有孔円板

A SB-59 弥生 . V 1 0. 2 X 6. 8 方形 炉 側壁柱穴 I I  石鏃 ・ 石包丁 • 石斧 ・ ガラス小玉

A SB-60 弥生 ・ 1II 円形？ 3 骨針 • 石鏃 ・ 石斧

A SB-61 弥生 . III 隅丸？ 5 石斧 ・ 鹿角

A SB-62 弥生 ・ III ? 円形？ 3 

A SB-63 平安 方形？ 4 

田 SD-8 平安？ 幅2. 4 - Aノ

III SD-9 弥生？ 幅I. 2 �  SDZ-3 と の関係は不明 ,ノJヽ

田 SD-1 0  平安？ 幅0. 5 -

田 SD- I I  平安？ 幅l. l -

田 SD- 12  平安？ 幅0. 5 �

ill SD- 13  平安 ・ 古 幅5. 0 - 複数溝の重複？ 多

A SD- 1 4  平安 ・ 古 幅0. 7 - 1 ふいご羽口

A SD-1 5  古墳 • 前 幅4. 0 - 23 溝底土器5 個体 刀子？

A SD- 1 6  弥生 • 田 ？ 幅I. I 長さ3. 7 2 磨製石斧

A SD- 17  平安？ 幅0. 5 - 2 

A SD-1 8  弥生 ・ m 幅0. 9 - 2 

A SD- 19  弥生 · V 8. 4 X 弧形 住居上面？ 7 

A SD-20 平安？ 幅0. 6 - 1 

A SD-21 平安 幅I . 2 - 3 人骨 2 体

ll lll SDZ-3 古墳 • 前 前方後方形 周溝墓 Aノヽ 穿孔産破片 (SD-3)

表 5 - 2 
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遺 構 遠 物
地区 遺 構 時 代 ・ 期

規模 • 平 面 形 施 設 等 量 土器 概要 そ の 他

III SDZ-4 弥生 · V 径7 2 円形 開口 2 周溝墓 中 周溝内壷棺等 ガラ ス小玉 （土器棺）

Ill SDZ-5 弥生 · V 径8. 4 円形 開口 4 周溝墓 ノノl ヽ

Ill SDZ-6 弥生 · V 16. 7 X  方形 周溝墓 多 周溝内土器一括出土

III SDZ-7 弥生 · V 径7. 7 ? 円形 ？ 周溝墓 SK- 1 0 墓犠 中 周溝内土器一括出土

lII A  SDZ-8 弥生 ・ V ? 1 0. 3 X 8. 8 方形 周溝墓 ,ノJ ヽ 銅指輪

A SD2-9 古墳 • 前 幅4. 2 - 前方後方 57 溝内埋没土器7 SB-54- 58 · 59 の混入多い

A SDZ-10 古墳 • 前 幅3. 0 - 前方後方 9 溝内埋没土器4

III SK-5 平安 ？ X I . 0 墓 骨片

ill SK-6 弥生？ 墓 少 骨片

ill SK-7 弥生 • 田 3. 2 X 2. 4 多 土器一括出土

III SK-8 平安 l. 6 X l .  l SDZ-4 と無関係 ,ノj ヽ

ill SK-9 平安 住居 ？ ,ノ, ヽ

田 SK- 10  弥生 · V 径3. 4 SDZ-7 墓隕 木棺 ？ Aノヽ 高杯 人骨 ・ ガラス小玉 • 鉄剣 • 鉄釧

田 SK- I I 弥生 · V ? 1. 7 X l . 2 墓 ？ 鉄鏃

田 SK-12  弥生 · V ? 2. 4 X l .  2 墓 木棺痕跡 Aノヽ 骨片 • 鉄釧

ill SK-13  弥生 · V ? l. 9 X 墓 骨片

ill SK- 14 弥生 · V ? 2. l X l. 4 墓 Aノ 鉄11 · 骨片 ・ 人歯

III SK- 15  平安 2. l X 炭化物堆積 Aノヽ

A SK- 1 7  平安 l. 2 x o. 9 楕円 l 

A SK- 18 弥生 ？ XO .  9 弧形 溝 ？ 2 

A SK- 19  中世 径l. l 円形 井戸 2 

A SK-20 平安 • 中 径2. 2 円形 井戸 氾濫砂覆土 2 

A SK-21 平安 · 中 径l . 3 円形 井戸 l 土器投げ込み

A SK-22 平安 • 新 I .  9 X O. 9 長方形 墓 4 副葬士師杯3 人骨

A SK-23 中世 径1. 0 円形 井戸 1 

A SK-24 古墳 • 前 X O. 9 楕円形 l 

A SK-25 平安 ・ 中 径I. 9 円形 2 土錘

A SK-26 平安 2. 9 X 1. 2 矩形 2 鹿歯

A SK-27 古墳 l .  4 x o. 6 楕円形 墓 2 人歯 ・ 管玉

A SK-28 平安？ 径0. 8 円形 井戸 1 

A SK-29 弥生 ・ 1II 径l. 3 円形 1 甕 1 個体

A SK-30 弥生 • 田 ？ xo. 7 楕円形 2 

A SK-31 弥生 ・ 1II 径3. 5 円形 井戸 断面漏斗形 3 石鏃

A SK-32 弥生 . III ?  l .  5 X 楕円形？ 1 

A SK-33 ？ 0. 8 X O. 6 楕円形 l 

A SK-34 弥生 ・ 1II 径3. 0 円形 井戸 断面漏斗形 4 管玉 • 石鏃 ・ 石斧

A SK-35 弥生 . [I ?  1 

A SK-36 弥生 ・ II ? 2 

III 井戸 中世 No.34·36 ·37 -39 · 42 No.39より完形内耳

A 掘建 平安 2. 5 X 2. 5 

A 検出面 93 石器各種

表 5 - 3 
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6 SIA区の概要

聖川の南側に位置する こ の地 区で

は、 平安時代住居群と弥生 I · II 期

の逍構が集 中 し て検出 さ れた。

平安時代住居群

C区で検出 さ れ た 平安時代の大溝

SD - 26に連続するSD - 28が確 認 さ

れ た こ とにより、 現在位置への聖川

固定が、 こ れを さ かのぼる時期にな

いこ とが確定した。 大溝より東に重

複 し ながら分布を見せる古 · 中期の

住居 8 軒は、 A · C区の該期住居群

と一連の集落を形成する も のとなろ

う。 なお、 上層では平安時代新期の

住居跡とと も に土堀が 多数検出 さ れ

ているが出土遺物は少なく、 形態 も

不明瞭であり、 性格は不明である。

弥生時代 II 期住居群

4 軒が検出 さ れ 、 いずれ も 円 形を

呈 す る も の と 推 定 さ れ る。 SB -

106 · 1 07は、 比較的明 瞭に検出 さ れ

たが、 かなり浅い掘り込みであり、

床な どの構造には不 明 確な点が 多い。

調査範囲北半に分布する柱穴群の多

く も 、 該期に属する可能性が高い。

弥生時代 1 期

最下層で検出に及んだSK - 105は、 掘り込 み がや

や不明確である も のの 、 弥生時代 I 期の指標とした

「 氷式」 土器が一括 出 土 し ている。 平安時代の大溝

SD - 28底面直下に検 出 さ れた石 囲 炉(SB -108) で

は、 炉石に凹 石 ・ 磨石が利 用 さ れており、 該期に属

する可能性は極めて高い。 こ の はか遣構として明確

に確認できなかった も のの 、 石蓋を も った埋甕と打

製石 斧の集桔が平安住居(SB-99) の床下から検出 さ

れている。 ま た、 検出而からの該期遺物出土は調査

地全域で最 も 顕著に認められるところであり、 該期

の中心的な居住域と し て把握 さ れる も のである。
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S I  A区南半の全景 （平安時代 ）

S I A区上層 S I A区下層
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S I  A 区 南半 （最下層）

石囲炉 ( S B-108) 

遺 構 遺
地区 遺 構 時 代 ・ 期

規模 • 平 面形 施 設 等 量 土器 概要 そ の 他

S I A  SB-89 平安 • 新 4. 6 X 4. 3 方形 東カ マ ド 4 刀子

S I A  SB-90 弥生 ・ II 径3. 3 円形 2 石斧

S I A  SB-9 1 弥生 ・ 11 径3. 0 円形 3 石鏃

SI A SB-92 平安 ・ 中 4. 5 X 方形 南東カマ ド 3 石鏃

SI A SB-93 弥生 • 田 径3. 8 円形 炉 2 

SIA SB-94 弥生 . III 2 磨製石斧

SI A SB-95 平安 • 新 3. 7 X 3. 0 方形 北カ マ ド 4 緑釉 鉄

S I A  SB-96 平安 ・ 中 3. 7 X 3. I 方形 4 鉄滓

SI A SB-97 平安 • 中 4. I X 3. 5 方形 北西カ マ ド 3 

SI A SB-98 平安 • 中 ？ 3. 7 X 3. 2 方形 北東カ マ ド 3 刀子

SI A SB-99 平安 ・ 古 5. 3 X 4. I 方形 北西カ マ ド 1 2  下部に弥生 I 期埋甕 ・ 石斧集積

SI A SB- 1 00 平安 • 古 3. 2 X 方形 北西カ マ ド 5 

SI A SB- 1 0 1  平安 ・ 古 4. 2 X 4. 2 方形 北東カ マ ド 2 鉄滓

SI A SB- 1 02 平安 • 中 方形 2 鉄滓

SI A SB- 1 03 平安 ・ 古 方形 4 

表 6 S I A 区検出遺構
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遺 構 遺 物
地区 遺 構 時 代 ・ 期

規模 • 平 面 形 施 設 等 量 土器 概要 そ の 他

SI A SB- 1 04 平安 • 古 2. 9 X 2. 9 方形 北凍カ マ ド 4 

SI A SB- 1 05 弥生 ・ V 5. 1 X 長方形？ 炉 3 

SI A SB- 1 06 弥生 . u 径4. 8 円形 炉 4 石鏃

SI A SB- 1 07 弥生 ・ ll 径4. 5 楕円形 ？ 炉 5 工字文鉢

SI A SB- 1 08 弥生 ・ I 石囲炉 SD-28 底面 2 炉石凹石 ・ 磨石

SI A SK-90 平安 l .  2 X O. 9 方形 1 

SI A SK-9 1 平安 I. 3 X O. 9 方形 1 銅

S I A  SK-92 ？ l. 2 X 楕円形 l 

S I A  SK-93 平安 1 .  3 X 楕円形 1 

S I A  SK-94 ？ 1 

S I A  SK-95 ？ 1 . 8 X I . I 長方形 1 

S I A  SK-96 ？ 3. 1 X 1. 0 楕円形 1 

S I A  SK-97 ？ J . 5 X 0. 7 長方形 l 

S I A  SK-98 中世 径I. 3 円形 井戸 3 青磁

S I A  SK-99 ？ 1 . 7 X 0. 9 長方形 l 

S I A  SK- 1 00 ？ I .  2 x o. 8 方形 1 

S I A  SK- 1 0 1  ？ I .  I X l . 3 楕円形 溝付属 l 

SI A SK-1 02 ？ 2 . 1 X l . 3 楕円形 1 

S I A  SK- 1 03 ？ 径1 . 2 円形 井戸 l 

S I A  SK- 1 04 ？ 径1 . 8 円形 井戸 l 

S I A  SK- 1 05 紐 . I 0. 7 X 円形 ？ 3 土器一括出土 滑石原石

S I A  SK- 1 06 ？ 2. 2 X 2. 2 方形 1 

S I A  SK-1 07 平安 径0. 8 円形 炭化物堆積 1 

SI A SK- 1 08 ？ 径0. 8 円形 1 

S I A  SK- 1 09 平安 l . 2 X 方形？ 2 

SIA SK- 1 1 0  ？ 0. 6 X 0. 4 楕円形 l 

S I A  SK- I l l  平安 径1 . 3 円形 2 

S I A  SK- 1 12 中世 I .  2 X 0. 8 方形 井戸 ？ 2 内耳

S I A  SK- 1 13 近世 径0. 8 井戸 2 陶器

S I A  SK- 1 1 4  平安 1 .  2 X O. 8 方形 l 鉄滓

S I A  SK- 1 1 5  平安 0. 8 X 0. 7 方形 l 

SI A SK- l l 6  平安 1 . 6 X 方形 ？ 1 

SI A SK- 1 17 ？ I .  I X O. 6 長方形 l 

SI A SK- 1 1 8  ？ 径0. 7 円形 l 

SI A SK-1 19 平安 l. 8 xo. 9 長方形 l 

SI A SK- 120 平安 1 鹿歯

SI A SK- 1 2 1  弥生 ？ 径l. 3 円形 l 

S IA SK- 1 22 弥生 ？ 0. 9 X O. 6 方形 1 

S IA SK- 1 23 弥生 ・ II 埋甕 2 錘

S I A  SD-28 平安 幅3. 0 � SD-26 の連統 7 

SIA SD-29 弥生 ？ 幅0. 3 - l 

表 6 - 2 
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7 C 区の概要

古墳時代と平安時代の 溝 • 住居群、 弥生時代の 井戸 な ど が検出 さ れ た 。 この は か 、 調査範囲の 南端では 近世か

近代 に 使用 さ れ たと推定 さ れ る 炭焼窯 (SX- 3 )  1 基が、 弥生時代II 期 前後の 包含層か ら は 、 黒耀石塊の 集積が

検出 さ れ た。 黒耀石集積 は 、 10cm前後の 大塊 8 点 に よ り 、 石器素材と し て 埋納保持 さ れ た もの であ ろ う か。

平安時代住居群 と 大溝

古 • 中期 に 属 す る 住居 6 軒 が重複 し た状態で検出 さ れ、 この う ち 千曲 川 氾濫砂に よ り 埋没 し たS B -74は 、 A区

の 2 軒と 同 時 存 在 が想定 で き る 。 大溝 (SD-26) は この 住居群と B·D区で検出 さ れ る こ とと な る 該 期 水田域と を

区画す る 形 で南 西 方向へと緩やか な傾斜 を も っ て 構築 さ れて い る 。 覆土 に は砂礫の 堆積か認め ら れ、 水路と し て

機能 し た こ と が明 ら か であ る 。 た だ し 千曲 川 大 洪 水に よ り 水田が廃絶す る 時点 では 、 この 溝 は 既 に 埋没 し た状態

に あ り 、 覆土 中 に 氾濫砂層の 堆積 は 認め ら れ ない。 出土 遺物は 一部奈良 時 代の 遺物 を 含み 、 構築年代 を 示唆 し て

い る が 、 構築 目 的が水田の 造成 に 深 く 関与 し て い る 可能性 も 指摘 さ れ よ う 。 な お 、 大溝 を 境と し て 西側 は低地 に

属 し て い た ら し く 、 氾濫砂層の 薄 い堆積が一律 に 認め ら れ、 水田域と し て 利 用 さ れ て い た 可能性 も 予 想 さ れ る と

こ ろ であ る 。 氾濫砂層は こ れ以 西 で厚 さ を 増 し 、 水田域に その 堆積範囲 を 広 げて い る 。

平安時代 と 古墳時代 の 溝 ( S D-25·26) 
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古墳時代の溝 • 住居 • 土壌

平安時代大 溝 に 並行 し て検出 さ れたSD -

25は、 古培時代前期の所産であ り 、 最大幅2 .3

mの規模で南西方向へ緩やか な傾斜を示す溝

であ る 。 こ の調査区では、 東側に同時期の住

居 2 軒の残欠(SB-80·81) が存在す るが、 こ

れよ り 西側に 位演す る 各調森 区 に は、 さ らに

濃密 な住居の分布が認められ、 該期の居住域

と 周 溝墓群を中心 と し た墓域 と を区画す る 性

格をもつ と 予想 さ れる 。 覆土中 に は、 局 部的

に 多量の破損 土器が廃 棄 さ れ、 A 区検 出 の

SD - 15 と 比較 し てよ り 生活 に 密着 し た機能

も想定 さ れ る 。 なお 、 かろう じ て遺存が確認

されたSK -45からは、 人歯 と と もに 勾玉・ 管

玉 6 点か出土 し 、 該期あ る いはやや時代を下

げた墓域の一部を構成す る 資料 と な っ てい る 。

弥生時代 I l l 期 の 井戸

SK - 49 · 70の 2 基が確認 さ れ る 。 確認面で

の平面 規模 4 m 前後の円形を呈 し 、 断面が漏

斗形を呈す る 。 掘 り 込みが深 〈 底面までの検

出 に 至ら ないが、 検出 面下 l m まで皿形 に 掘

り 込ま れた後、 直径 l m 前後で さ らに l m 以

上掘 削 さ れてい る こ とが確認 さ れてい る 。 該

期井戸 と 位置付け て大過 ないもの と 考え る 。

古墳時代土描(S K - 45)

弥生時代の遺構群

一

弥生III期井戸の断面'(S K -49) 

黒耀石の集積弥生 I I 期
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SIB · SIC · SID 区の概要

いずれも小範囲に分断されたSIB · SIC · SID区では、 平安時代と古墳時代の住居 · 溝が検出され、 各時期の居

住域の広がり を確認することができた。

平安時代の住居群 と 溝

この他に弥生時代III期の住居と井戸 が検出されている。

C区で確認された平安時代大溝の連続がSIB区においてかろう じ て検出されている(SD-30) 。 水田 として利用

された大溝西側の低地範囲収束を示すものであろう。 同時期の住居はSIC区にも分布を見せるが、 密集度は大溝東

側のそれと比較して疎と判断する こ とができる。 このほかSK - 131からは 馬骨の一部出土が確認され、 埋葬施設の

可能性も指摘されるところである。

古墳時代前期の住居群 と 溝

C区において検出された古墳時代溝の連続SD- 30の西側に、 3 地区あわせて 4 軒の住居が検出されている。 重

複することなく、 やや間隔をおいた分布状態を示すものであり 、 B · D区のそれと共通した様相を示しながら、

良好な集落景観を見せている。 個別

住居の形態と出 土遺物については次

章において詳述するが、 その構築年

代には 若干の時間差が含まれること

は 考慮されよう。

S I D 区

平
安
住
居
群

10m 
L... ......... —L...__....J 

、）

古
項
住
居
群

l
 

S I B 区

平
安
大
溝

S I B 区 （下 層 ）
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S I C 区 （下層）

遺 構 遺
地区 遺 構 時 代 ・ 期

規 模 • 平 面 形 施 設 等 量 土器 概要 そ の 他

C SB-74 平安 • 中 3. 3 X 3. 3 方形 氾濫埋没 北東カマ ド 5 ヽ 鉄

C SB-75 平安 • 中 4. 0 X 3. 8 方形 北西カ マ ド 5 

C SB-76 平安 ・ 中 3. 0 xz. 4 長方形 北西カ マ ド l 

C SB-77 平安 • 中 方形 ？ 2 

C SB-78 平安 ・ 古 3. 2 X 2. 8 方形 北西カマ ド 6 耳皿

C SB-79 平安 • 中 5. I X 5. 0 方形 北西カ マ ド 3 晏書

C SB-80 古墳 • 前 4. 4 X 方形？ 5 

C SB-81 古墳 • 前 方形？ 3 

SI B SB- 1 09 平安 4. 2 X 3. 8 方形 1 

SI B SB- 1 1 0  平安 • 新 4. 8 X 方形？ 南西カマ ド 3 鉄

SI B SB- 1 1 1  平安 · 中 3. 2 X 方形？ 北東カマ ド 3 

SI B SB- 1 12 平安 2. 4 X 2. 3 方形 北東カマ ド 2 

SI B SB-1 13 古墳 • 前 方形 ？ 周溝 1 

SICD SB- 1 1 4  平安 ・ 中 4. I X 3. 7 方形 3 鉄

SICD SB- 1 1 5  平安 ・ 中 方形 ？ 2 

SJCD SB-I 16 古墳 • 前 5. 3 X 方形 炉 4 

SICD SB- 1 1 7  弥生 • 田 IV 5. 3 X 楕円形？ 5 磨製石斧

SICD SB- 1 1 8  古墳 • 前 5. 4 X 方形 ？ 炉 周溝 5 

SICD SB- 1 1 9  平安 • 古 3. 3 X 3. l 方形 北東カマ ド 3 

SICD SB- 120 古墳 • 前 方形 ？ 周溝 4 

C SD-25 古墳 • 前 幅2. 3 � SD-3 1 に連紐 17 土器一括出土

C SD-26 平安 • 古 幅3. 5 �階段状 SD-28· 30に連紐 6 

SI B SD-30 平安 SD-26 · 28に連紐 1 

SI B SD-31 古墳 • 前 幅2. 2 - SD-25 に連紐 7 管玉

SI B SD-32 弥生 幅0. 3 - 1 

SICD SD-33 平安 幅1 . 1 - ＇ I 

表 7 C · S I B - D 区検 出 遺構
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遺 構 遺
地区 遺 構 時 代 ・ 期

土器 概要 そ の 他油． 規 模 • 平 面 形 施 設 等 量

SICD SD-34 平安？ 幅1. 2 - 3 

C SK-44 平安？ 2. 3 X I . I 長方形 突出部 1 

C SK-45 古墳 X O. 6 長方形 墓 1 勾玉 ・ 管玉 ・ 人歯

C SK-46 平安？ I. 4 X 0. 7 楕円形 SB-74 床下 ？ 1 

C SK-47 平安？ 1 . 8 X l . l 楕円形 SB-74 床下？ 1 

C SK-48 平安 ？ 径I. 2 円形 1 

C SK- 49 弥生 . III 4. 0 X 3. 7 楕円形 井戸 断面漏斗形 3 石鏃

C SK-50 弥生 . II ? 径I . 3 円形 2 

C SK-51 弥生 ・ II ? 図無し 1 

C SK-52 弥生 ・ II ? 径2. 3 円形 2 ,ra. 目

C SK-53 平安 径I. 3 円形 SB-79 床下 ？ l 焼骨

C SK-54 弥生 ・ II ? 井戸 1 

C SK-55 弥生 ・ II ? I .  3 X O. 4 楕円形 1 

C SK-56 弥生 ・ I ? 径0. 5 円形 1 

C SK-57 弥生 . II ? 径0. 4 円形 1 

C SK-58 弥生 ・ U ? l. 0 X 0. 6 楕円形 1 

C SK-59 弥生 . II ? 径0. 8 円形 1 石鏃

C SK-60 弥生 ・ II ? 径0. 8 円形 2 

C SK-6 1 弥生 ・ lII 2. 0 X 1 . 5 楕円形 2 土器一括出土

C SK-62 弥生 ・ II ? 径I. I 円形 l 

C SK-63 弥生 . II ? 径0. 6 円形 1 

C SK-64 弥生 ・ II ? 0. 8 X 0. 4 楕円形 1 

C SK-65 弥生 . II ? 径0. 5 円形 l 

C SK-66 弥生 . II ? 径0. 4 円形 ＇ l 

C SK-67 弥生 ・ II ? 径0. 4 円形 1 

C SK-68 弥生 . n ?  径0. 3 円形 l 

C SK-69 弥生 ・ 11 ? 方形 ？ 1 

C SK-70 弥生 . lII 径4. 5 円形 井戸 断面漏斗形 5 石鏃

S I B SK-124 平安 径I. 3 円形 井戸 l 

SI B SK-1 25 平安 l .  0 x o. 7 楕円形 1 

SI B SK-126 ？ 2. 5 X 方形 ？ l 

SI B SK-1 27 ？ l. 3 X l . l 方形 1 

S ICD SK-1 28 中世 ？ 径l. 6 円形 井戸 ゜
SICD SK-129  中世 ？ 径l. l 円形 井戸 2 

SICD SK-1 30 ？ 径0. 5 円形 1 

SICD SK-13 1  平安 • 中 径1. 8 円形 ，馬墓 ？ 2 馬骨一括出土

S!CD SK- 1 32 平安 • 新 1 .  5 X O. 8 楕円形 ゜
SICD SK- 133 弥生 • 田 径4. 8 円形 1 井戸

SICD SK- 134 ？ 図無し 1 

C SX-3 近世 ・ 近代 1 . 9 X l . 7 楕円形 炭焼窯 1 瓦破片など

C 掘建 古墳 3. 3 X 3. 3 方形 2 x 2 間 総柱 1 

表 7 - 2 

- 42 -



ooooocc
ー

O
l
8
£
£

|
 

0
9
8
£
£

-

S I B 区
61 

61510 

61! 

61500 

61 

61490 

61480 

61 

61 

図11 C 区 ・ S I B 区 · S I C 区 ・



9 B 区の概要

延長74mにわたって調査された こ の地 区では、 上

層に平安時代水田遣構とそ の後に構築された住居群、

下層には古墳時代前期住居群と弥生時代 I · II 期の

居住域が検出された。 居住域としての利用は限定的

であ り 、 地形的には後背湿地への移行を示す 。

平安時代水 田 遺構 と 住居群 （ 上層 ）

調査範囲の東半には、 地表下 l m の位置に、 厚さ

30cm程度の砂層堆積が存在し、 そ れに毅われる形で

畦畔と水田 面の一部が検出 されてい る。 西側にゆ く

ほ ど砂層の堆積が薄 く な り 、 遺構としての検出には

及ばないものの、 水田 層 の連続状態からみて、 ほ ぼ

全域が水田として利用 されていたものと推定される。

こ の地 区における水田 遺構は、 仁和 4 年 (888) 千曲

川 の大洪水にともなう埋没と想定される石川条里遺

跡水田遺構へと連続する こ とは明らかであろう。 該

期の水田遺構の広が り を示す例となる。

なお、 氾濫砂層を掘 り 込ん だ新期住居 2 軒(SB-

64 · 65) · 溝等 が検出されている。 水田 埋没後は復1 日

かかなわ ず、 居住域に利用された こ とを示す。

古墳時代前期の 住居群 と 大溝 （下層）

東半に分布する 6 軒の住居(SB-66 · 67 · 69 - 72)

と掘立柱建物 3 棟は、 D 区·SIB - D 区へと連なる居

住域を示す。 こ の居住域の限界を示すように幅約13

mの大 規模な溝SD -24が検出されている。 深さは最

大でも60cmと浅 〈 、 自然地形の一部に位置する可能

性も考 え られる。 覆 土 中 には、 多景の土器廃棄が認

められる。

ふ

!Om 
Li........&...J_J 

B 区下層
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平安時代水田遺構 （ 東 よ り ）

同上 （西 よ り ）

平安水 田 • 新期住居群

B 区上層

D 区上層
古瑣住居群

D 区下層

弥生 I · II 期居住域
弥生 11 期地 形 落 ち 込



弥生時代 1 ・ I I 期 の 居住域 （最下層 ）

居住域としての利用が時間的に限定され、 上部遺

構の攪乱が少ないため、 この地区では弥生 I · II 期

の追物包含層が比較的良好に追存している。 遺物出

の 目 立つ東半に限り、 試掘坑を設定しなが ら 包含

の掘り下げを試みたが 、 50cmの厚さをもつ包含層は、

黄褐 色を呈して下 層 ほ ど砂質となり、 明確な遺構検

出 に及んだものは少ない。 II 期では壺を 埋納した

SK - 42、 方形小形の住居跡SB - 73、 I 期では石囲炉

といくつかの地床炉な どが確認される。 包含層 出 土

土 器は「氷式」の直後段階が 多数を 占 め、 打製石斧

類の一括 出 土 （埋納 ） な ども検出されている。
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古墳時代大溝(S D - 24) 

弥生 I · II 期 包 含府の検出

打製石斧の集梢



10 D 区の概要

B 区に連続す る 位置にあり 、 平安

時代水田 逍構 ・ 住居、 古墳時代住居

等 共通した 分布様相が認められ る 。

こ のほか弥生Ill期住居 1 軒と II 期の

地形の落 ち 込みが検出された。

平安時代 の 水 田 遺構 と 住居

B 区に連続す る 水田遺構をは ぼ全

域で検 出した 。 B 区から伸 び る 東西

方向の畦畔は、 屈 曲して45·程度の傾

き をもつ。 屈 曲 部分には道路状の高

ま りが連接し、 変則的 な地割を見せ

てい る 。 なお、 水田面からは完形土

器 3 点が検出されてい る （後述 ）。

水 田 遺構埋没後に構築され た 平安

新期の住居は 5 軒を数 え 、 同期居住

域としては密 な状態にあ る 。 調査範

囲を東西に縦断して一部B 区に達す

る 幅 1 m 前後の溝(SD -27) は該期に

属す る が性格は不明であ る 。

弥生時代 I I 期 の

地形落 ち 込み

調壺範囲の南東側において

は、 弥生時代II 期の遺物包 含

層が、 大 き 〈 南東方 向へと落

ち 込 む状態で検出された 。 当

初溝等 の人為的 な掘り 込みと

も考 え たが、 角 度約20゜ 、 ほ ぼ

直線的 な傾斜を確認す る に至

り 、 埋没す る 自 然地形として

判 断 す る こ ととした。 傾斜地

上には土器破片と炭化物を 多

く含んだ黒褐色土か20cmの厚

さで堆梢し、 その上部を厚 い

黄褐色土が被裂す る 。 該期遺

物包含層に黒褐色土層を認め

平安時代水田 遺構 と土器出土状態

B
区
上
層

B
区
下
層

弥生 I · I I 期居住域

平安水 田 • 新期住居群

古墳住居群

古培住居群
l 

． ① 

D
区
上
層

D
区
下
層

弥生 ll 期
地形の落ち込

tom 

る 例は他に な く 、 この傾斜地 I I I II I I I 
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がかなり低湿な環境下 に あったことが示唆される。 ま た、 上部の厚い 黄 褐 色土の存在は、 急激な堆租作用により

この落ち込み が埋没した状況を物語る。 現在平坦面が形成されてい る自然堤防上にも、 該期あるいはそれ以前に、

自 然堤防の形成途上として、 起伏に富む地形が存在した こ とを想定しておこう。 その後の時代の水田 域としての

利用や、 狸川流路改修位囲としての選定も、 この自然地形の存在と無関係ではなかっただろう。

下層の土堀と住居

さ ら に 下層の土屑 断面

遺 構 遺
地区 遺 構 時 代 ・ 期

規 模 • 平 面 形 施 設 等 量 土器 概要 そ の 他

B SB-64 平安 •新 3. 5 X 方形 東カマ ド 1 

B SB-65 平安 4. I X 方形 2 

B SB-66 古墳 • 前 方形 ？ 周溝 2 

B SB-67 古墳 • 前 6. 2 X 5. 6 方形 炉 7 

B SB-68 弥生 . I ?  円形 ？ 7 石斧

B SB-69 古墳 • 前 ？ 3. 8 X 方形 2 

B SB-70 古墳 • 前 4. 6 X 4. 5 方形 炉 7 土器一括出土
B SB-7 1 古墳 • 前 2. 8 X2 .  7 方形 4 

B SB-72 古墳 • 前 ？ 方形？ 1 

B SB-73 弥生 ・ [[ 2. 8 X l .  8 長方形 炉 2 

D SB-82 平安 • 新 5. 5 X 4. 7 長方形 4 

D SB-83 平安 • 新 4. 8 X 3. 7 長方形 東カマ ド 5 

D SB-84 平安 • 新 X 3. 2 長方形 1 

表 8 B · D 区検 出追構

- 48-



61520 

／ ／ 
ー

／ 
／ 

雇
D
4

 

S
2

 

／
／〗/-

61500 ｀
 

冗

＼ 

61490 

0
 9
6
£
£
 ー

O
l
6
£
£

|
 

0
 8

6£1:
 —
 

0
6
6
£
£

|
 

図12 B 区全¢



-

\ ,
!
（
ー
／

＼
 

\

l

 

l
 

k
 

s
37
 

j
 

r �
 /

\
10
)
＼\

/}
 

／
 

ー
― 1

0SK
38
 

u
c
o
b
L
|

 

61500 

＇
 B 区（上層 ）

61510 

61480 

◎ 
@ � 

e
 

゜
K
,

 

s
3

 

＠
 

゜

B 区（下層 ）
61490 

0
£
6
£
£

-

O
t
6
f:
t
 |
 

O
S
6
£
£

|
 

凶13 D 区全t



遺 構 遺
地区 遺 構 時 代 ・ 期

規 模 • 平 面 形 施 設 等 量 土器 概要 そ の 他

D SB-85 平安 • 新 方形 ？ 東カ マ ド 3 馬歯

D SB-86 弥生 • 田 4. 5 X 4. 3 隅丸方形 炉 4 

D SB-87 古墳 • 前 4. l X 3. 3 長方形 2 

D SB-88 古墳 • 前 3. 5 X 3. 3 方形 炉 1 S字C類

B SD-22 古墳？ 幅I. 8 - 2 

B SD-23 平安 幅l . 9 � 7 

B SD-24 古墳 • 前 幅13. 2- 自然地形 ？ 23 土器一括出土

D SD-27 平安 幅I. 3 �  1 

B SK-37 中世 ？ 径I. 3 円形 井戸 l 

B SK-38 中世？ 径1. 7 円形 1 

B SK-39 弥生 . II ? 楕円形？ 1 

B SK-40 弥生 ・ I ? 円形 ？ l 

B SK-41  弥生 . II ? 径0. 8 円形 1 

B SK-42 弥生 ・ II 径0. 6 円形 墓 土器棺 l 

B SK-43 弥生 ・ ［［ l .  2 X 0. 7 楕円形 l 

D SK-7 1 平安 径1. 0 円形 井戸 2 

D SK-72 平安 I .  3 x o. 8 長方形 l 

D SK-73 古墳 • 前 径I. l 円形 井戸？ 2 土器一括出土

D SK-74 欠番

D SK-75 古墳 • 前 ？ 径0. 8 円形 1 

D SK-76 古墳 • 前 径1. 2 円形 2 

D SK-77 中世 径0. 9 円形 井戸 1 青磁

D SK-78 平安？ 径0. 7 円形 井戸 1 

D SK-79 平安 2. 9 X l .  5 楕円形 2 

D SK-80 ？ 径I . 4 円形 1 

D SK-81 欠番

D SK-82 弥生 ・ II 径1. 0 円形 1 

D SK-83 弥生 ？ 径0. 5 円形 1 

D SK-84 弥生 ？ 径0. 7 円形 l 

D SK-85 弥生？ 径0. 5 円形 1 

D SK-86 弥生？ 径l. l 円形 l 

D SK-87 弥生 ？ 径0. 6 円形 1 

D SK-88 古墳 • 前 0. 8 X 0. 4 長方形 1 

· o SK-89 弥生 . II 2. 5 X l. 4 楕円形 2 足自

B SX-l 平安 • 新 6. 3 X 不整形 翌勺碑 ？ 7 

B SX-2 古墳 • 前 4. 2 X 不整形 翌勺碑 ？ 2 

B 炉址 弥生 ・ [ ? 石 2 

B 掘建 古墳 • 前 3 棟

D 掘建 古墳 • 前 1 棟 1 X 3 間

B O  水田 平安 • 中 氾埋没 3 水田面埋没土器

D 落ち込 弥生 ・ [[ 自然地形 ？ 8 石鏃

表 8 - 2 
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IV 各 説

1 弥生時代 I 期

SK - 1 05 (SIA区）

全形 を 検出 で き な か っ た た め 、 形 態が明確で は

な い が、 径0 .7 m は どの 円形 土塘と 想定 さ れ る 。 土

横 内 か ら は土器大破片 が重 な り あ っ て出 土 し 、 波

状口 縁の 浮線網状文大形浅鉢 ( 1 ) 、 浮線文大形 深

鉢 ( 2 )の 2 個体が復 元 さ れ る 。 その 他の 個体 は 小

破 片 に と ど ま り 、 浮 線 文 浅 鉢 ( 3 ) 、 沈 線 文 深 鉢

( 4 ) 、 及 び細密条痕 ( 5 - 7 ) 、 撚糸文 ( 8 · 9 )

破片 が存在す る 。 浮線網状文 ( 1 ) は 、 石 川 日 出 志

氏分類 に よ る 、 浮線文 a 3 に 属 し 、 大 洞A 式新段

階 ・ 馬 見塚式に 平行す る 可能性の あ る 浮線文第 2

群と し て 位 置付 け ら れ る （ 「 中 部地方以西の縄文晩

期浮線文土器」 「信濃37- 4 j 1985) 。

< ―  - — - ---

。 10cm 

で一0 �- ,o·- ---- - ·· 
,_ \, 包， ；一- - ' ' -= - ― - - - -·· 一• - - -— · 一 ← — —  

＇二.-- - - - -

図 14 S K-105出 土土器① ( 1  : 4 ) 
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図15 S K -105 (1  : 20) 

@ 
354 . 70m 

二 50cm 

10cm 

5 染公I袈9恐安芍！名�;) 1-v-1 6 
'.H譴闇鬱、J ｝ 且

図16 S K -105 
出土土器②(1 : 3) 

， 
排水路 出 土土器

II区を分断して型川に注ぐ排水

路改修の際に、 調資員により 採集

された。 下半を除いてほぼ完形に

復 元され、 土器棺墓として利用さ

れていた可能性が指摘される。

口縁部を無文帯として胴部に細

密条痕が施される大形甕であり 、

浮線文系土器甕の系譜下の終末に

位箇するものと理解される。 条痕

原体は細か い 櫛状工具と推定され、

゜ 10cm 
条が不揃でやや乱雑である。 図17 排水路出 土土器(1 : 4 )  
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2 弥生時代 II 期

SK - 42 (B区）

径0 . 6mの円形土横の中央にやや傾い て 壺 形 土

器が埋納され、 その出土状態か ら 、 再葬墓として

の可能性が指摘できる。 なお、 土器内容土中より

骨片等 の確認はない。

胴上半に最大径を有し、 櫛状工具による横線文

と羽状文を交互に配して 下半部を無文とする。 器

面の調整手法も兼 ねあわせた条痕を廃し、 櫛描文

のみによる文様構成をとる細頸壺は、 庄 ノ 畑式段

階としては異質の櫛描文的様相をもつといえ る。

／ ／ ／ ー／ ーー

0 5 cm , ............... 
図18 S K - 42出土遺物 ( 1 : 4 )  

B 区下層 出 土土器

検 出 面 に お い て の 一 括 出 土 土 器 ( 1 · 2 · 4

- 6 ) 、 及び単独出土土器 ( 3 ) である。 遺構として

は明確ではないが、 前者土器群は一括の廃棄、 後

者条痕文壺は土器棺墓としての利用が考え ら れる。

後 者 土器 群で は、 多段 横 帯 の 櫛 描 文細 頸 壺

( 1 ) 、 沈線工字区画内に縄文を充填した大形細頸

壺 ( 2 ) 、 条痕文甕 ( 5 ) に、 ハ ケ 調整甕 ( 4 ) が共

伴する点大いに注 目 される。SK - 42細頸壺にあ ら

われる櫛描文的影響とともに、 西 日 本弥生土器的

な調整技法（ハ ケ調整 ） の流入を予測させる。
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図 19 B 区下府 出土土器 ( 1 : 4 )  
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SB - 1 07 (SIA区）

調壺区の南側で検出され、 SB - 99と重複する。 東側約半

分は調査区域外にあるため判 然としないが、 東西方向4 . 5m

の楕円 形を想定する。 柱穴は 7個確認できたが、 配列は不

規則で形態は不明である。 炉は住居 中央より やや南に位置

しており、 床面から 6 cmの浅い掘込炉となる。 炉内は炭化

物が堆梢し周辺には焼土が散布していた。 床面は軟弱で、

凹 凸 が著し く 不明瞭であ る 。 土器の取り 上げに際 し ては裂

土出土と床下出土とを区別して取り上げ、 整理ではそこに

済 目 して作業・分類を行なった。 しかし床面が不明瞭であ

ったこともあり明確な分離はできなかった。

完形となる土器は存在しないものの、 復元された個体は

多く数え る。 これらの土器はい

わゆる 「庄ノ 畑式」と併行関係

になる もので、 器種には壺と甕

がある。 本稿では、 文様に関し

て、 栗林式前段階としての初源

的櫛描文を想定させる櫛状工具

を用いた施文を櫛描文、 伝統的

な調整的手法を兼 ね備え た施文

を条痕文、 と扱うこととする。

櫛描文は横線文や波状文 ( 5 · 8 ) · 羽状文 ( 4 · 6 ) な どこの時期成立する横帯文構成が主体となる。 8 の胴下

半部は櫛状工具による細密条痕である。 12は口縁端部に縄文を施し、 内外面 ハ ケ 調整 し た後、 外面には櫛状工具

による 条線、 内面は箆 ミ ガ キ を施す。

◎

 

◎
 

。 2 111 

図20 S B - 107 (1 : 80) 

条痕文は櫛描文に比べその出土量は少ないが、 壺 ． 甕ともに存在する。 小破片 が 多い。

2 は頸部と胴部に、 24は頸部に箆状工具による平行線文が施され、 丁寧に箆 ミ ガ キ される遠賀川系統に位置付

〈 可能性をもつ大形の壺形土器である。 13は胴部に変形工字文を施し、 区画内に縄文を充項する。 最大径を胴部

にもつ大地式の甕形土器である。 2 · 24の壺、 13の大地式甕及び 1 の口縁部破片 、 10の底部破片な どいずれも西

日本的要素をもつ土器である。 ま た59の浅鉢(I 期 ） と29· 30の壺(III期 ） は混入品であろう。

先に述べたよう当住居址出土の土器は「庄ノ 畑式」 の段階に併行して く るものが中心となるものである。 B区 ・

D区 ·SIA区で該期の遺構が 多く検出されていること、 ま た検出面 ・ 包含層内より遺物が 多量に確認されている こ

とな ど から、 当地周 辺力慣亥期の中心的な居住域として把握されるものであ る 。 なお、 当 遺跡の南方約 1 kmに位置

する塩崎遺跡群 •市道松 節一小田 井神社地点（長野市教委1988) の調査では、 該期の住居址 2 軒を始めとして31基

にも及ぶ木棺墓群が確認されいる。 塩崎遺跡群を含めた千曲川自然堤防上一帯 に、 該期の居住域群か展開されて

いる こ とを予想させるものである。

こ こに提示した土器群は、 住居址 出 土のII期良好資料であると判断される。 従来、 該期庄ノ 畑式段階について

は、 出土資料に制約があり 不明瞭な点 が 多かったが、 西日本弥生土器との併行関係を含めた前後の編年観に、 以

降再検討を迫る知見も含ま れると指摘できる。 今後周辺地域における事例・資料の増大を待ちたい。
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図22 S B - 107出 土土器②(1 : 3) 

8 · 13 
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S B - 1 0  ( III 区）

3 弥生時代 III期

s "'-
径4 . 6m の円 形 を 呈し、 床面中央に径80cm深さ25cmの炉

を 備え る。 底面に火熱による焼土 塊が認められず、 内部

に炭化物 ・灰 を 混合 し て充満させる掘り 込み構造の炉は、

該期の古段階に特徴的である。 以降当 地で主流となる、

掘り 込みが浅 く 底面 に 焼土塊 を有する 「地床炉」とは形

式 を 異にする点注意される。 その系譜 を 求めるとき、 西

日本において、 住居中央 ピ ッ ト とも呼ばれる炉構造と共

通することも重視されよう。

遺物は、 床面に密着する こ とな く 、 南西部分に集 中 し

て壁際ほ ど 出土位置 を 高 く し て分布する。 住居廃絶 後、

竪穴内が半ば埋没した時点で、 破片と し て一括投げ込ま

れた廃棄の状態 を 如実に示すものであろう。

□)
@
 

⑤ ⑤ 

2 m 

図23 S B  -10 (1  : 80) 

, : ·· 
' ' 

｀ ,,,' 、 ヽゞ

ヽヽ

‘‘ゞ

'--

覆土中遺物の出土状態

10cm 

図24 S B -10出土土器①(1 : 4 )  完掘の状態
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4
 

3
 

完 形 と なる 土器は存在しな い ものの、 細頸壺(l - 3 · 6 

- 7 ) 、 受 口 太 頸 壺 ( 4 · 5 ) 、 各 種 文 様 構 成 を も つ 甕

(10-15) 、 受 口 大形甕 (16) など、 良好なセ ッ ト 関係を示す。 栗

林式の中でも中葉の時間的位置に属するものと考え られる。

SB - 1 4 (Ill区）

上部に平安時代土壊が重複し、 約半分が調査範囲外にあるた

め形態は判 然 と しないが、 円あるいは楕 円の平面形が予想され

る。 床面は ぼ中央に1 . 5mの範囲に炭化物が集積し、 その中央部

にやや浅 い 掘込炉が存在す る 。 炉周囲の床面は堅緻 と なる。

遺物は、 床面とその直上に一括廃棄された状態が観察される。

復元作業を経ても完形 と なる個体は存在しないが、 比較的原形

を保つ土器の存在が 目 立つ。 細頸壺(1- 6 ) ぱ、 いずれも多段

にわたる横帯文が頸部下に施文されこ と を特徴 と する。 平行沈

線による区画内を、 縄文あるい は櫛描文により 充壌、 ま たは無

文帯とする手法であり 、 庄ノ 畑式に成立した多段横帯の文様構

成を継承発展させたもの と い え る 。 土器の様相 と し て はSB- 10

に先行し、 栗林式のなかでも古相を示す。

- 63-
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図26 S B -14 ( 1  : 80) 
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図27 S B - 14出土土器 ( 1 : 4 )  
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S B - 55 (A区）

東側を古墳時代周溝墓により 破壊されているが、 南北方

向4 . 4m程度の隅丸方形住居と予想される。 やや 中央より 偏

った位置に炉と推定される焼土の分布が認め ら る。 地床炉

と思われるが、 床面も軟弱であり 判 然とはしない。

裂土上層か ら 炭化材の小片が混入し、 床面直上には大形

の炭化材が検出されている。 その出土状態には、 部分的・

不 規則な集中傾向が観察される。 炭化材に混 じ って完形に

近い土器 5 個体が、 半 ば原形を保って出土し、 いずれも 2

次火熱による変質を受けている。 これ ら の出土状態か ら 、

廃絶 した住居内に木材や土器が二次的に廃棄され、 火 を放

たれた状況を予測することが可能となる。 いわゆ

る焼失家屋とは区別してお 〈 べきか。

図示した 4 個体の土器の他、 壺下半部 1 点が存

在するが、 その他の土器破片出土 量は極わずかで

ある。 浅鉢(3) は赤色塗彩された上、 つば状 口 縁

の上面に漆と推定される黒 色塗料により鋸歯文が

施されている。 弥生土器のなかでは例の少ない彩

文土器の優品である。 細頸壺(1 · 2) は、 頸部と

胴下半の文様帯間が広 く 無文帯となり、 構成が分

離される。 多段に連なる横帯文盛行後に、 新たに

主流を 占 める栗林式新相の文様構成といえ る。

図28 S B  -55 ( 1  : 80) 

。 10cm 
2

 

図29 S B -55出 土土器①( 1  : 4 )  
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。 10cm 

図30 S B - 55出土土器② ( 1  4 )  
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4 弥生時代 V 期
゜ 2 m 

S B - 6 (II 区）

約半分が調査範囲外にあるが、 短辺3. 2m の長方形住居と考え られる。

住居として は小形の部類に属し、 明確な柱穴を確認して いない。 床面か ぐ�
ら覆土中層 にかけて 多鼠の土器出土が認められ 、 比較的原形を保つ破損

品を、 そ のま ま 廃棄あるいは投棄した状況と予想される。

出 土 土器 に は、 高 坪( 1 - 4 ) 、 壺(5 - 10) 、 小形 台 付 甕(1 1 ) 、 甕

(12-15) 、 小形鉢(16) があり 、 典型的な箱清水式土器の一群と い え る。

ただし、 当 遺跡内 出 土の該期土器を新古に分かつとしたなら、 施文や ロ

縁部形態の特徴から、 古相に位置付けられるものである。

ーー ーニ鵬鵬�
図31 S B - 6 ( 1  : 80) 

裂土中追物の出 土状態

3
 

。 10cm 

図32 S B - 6 出 土土器①( 1  : 4 )  完掘の状態
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図33 S B  - 6 出 土土器② ( 1  : 4 )  
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図34 S B - 6 出 土土器③ ( 1  : 4 )  
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SDZ- 4 ( III 区 · 弥生 V 期周溝墓群）

径約 7 mの 円形周溝墓であ り 、 相対す る

2 か所 を 掘 り 残 し て 開 口 部と し て い る 。 同

じ く 径約 S mの SD Z- 5 と 接 し た 位 置 関

係 を も ち 一 連の 構築 に よ る と 考 え ら れ る 。

確認面か らの 溝の 深 さ は40cm 前後であ り 、

溝中 よ り 壺 l 点と 土 器棺 を 検出 し て い る 。

周溝の 中 央部分に土 堀 か存在 し て い る か、

出土 遺物か ら 平安時代の 所産と 判 断 さ れ、

周溝に 伴 う 埋葬主体 は 未検 出の ま ま であ る 。

鬱量讐雪/l/1

--

0 50cm 
I, ↓ 一— ,,. 『

図35 S D  Z - 4 出 土土器 ( 1 : 4 )  

`
9
ー
‘

ー

（
 

I、 遍�，

S D Z - 4  

S D Z - 4  周 溝 内 の 土器棺

／
 ／

 

／
 ／

 

。 3 m 

図36 S D  Z - 4 · 5  ( 1  : 100) 
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SDZ - 4 土器棺

円 形周溝の開口 部に接して埋置されたものであり 、 当初から

埋納されたものか、 あるいは、 周溝墓構築の後いくらかの時間

を 経て設置されたものか、 判別できない。 ただし、 土 器棺埋置

部分の溝幅が広がっている事実から、 本 来の溝とは別に、 土 器

棺埋置のための掘削が存在したことは明らかである。 口 縁部 を

欠失した大形の箱清水式壺 2 個体 を 合せ 口 にし、 出土時での計

測で全長 は70cm強 を はかる。 合せ 口 部分は上棺 を 下棺の 口 に裂

いかぶせ、 入れ子に近い状態といえ る。 内容土の水洗により 、

淡青色のガ ラ ス 小玉 3 点と微小な骨片 を検出している。 骨片は

火熱 を 受けており 、 混入品であることも考え られる。

0 10cm 
L...i...i......----1 

図38 S D  Z - 4 土器棺(1 : 6 )  

上

下

- 72-

0 50cm 

図37 S D  Z - 4 土器棺(1 : 6 )  



SDZ- 7 SK - 1 0  ( lll区 ・ 弥生 V 期周溝墓群）

円 形周溝墓 ( S D Z - 7 ) と その 埋葬 施 設 (SK-10) と 目 さ れ る

もの であ る 。 北側 に 方 形周溝墓が重複 し て い る た め、 周溝の 全形

を 知 る こ と がで き な い が、 径 g m程度の 円 形区画 に よ る と推定 さ

れ、 東側 に 開 口 部 を 確認で き る 。 溝幅 1 m 前後 、 深 さ は30cm程度

と浅 ＜ 、 溝内に は 破砕 し た状態の土器集 中 箇所があ り 、 復 元の 結

果 3 個体の土器 ( 2 - 4 ) と な る こ と が確認 さ れて い る 。

区画 内 中 央部の 埋葬 施 設 で あ る SK-10 は 、 2 X 1.2mの 墓堀 内

に 被葬者の 人骨痕跡とと も に 、 そ れに 副葬 さ れ た と 考 え ら れ る 高

坪の 杯部 ( 1 ) 、 淡青色ガ ラ ス 小玉 9 点 、 鉄剣、 鉄釧 、 の 出土 を み

て い る 。 その 出土範囲か ら 推定 し て 、 幅0.5m 、 長 さ 1.5mの 木棺

を 墓堀 内 に 埋納 し た状態が復 元 で き る 。 人 骨の 遺存状態は 悪 く 、

部位 も 特定 で き ず 、 わ ず か に その 痕跡範囲 を 確認 す る に 留 ま る 。

被葬者の 体位、 副葬品との 位置関係 な ど 埋葬の 形式 に 不 明 な 点 を

残すが、 鉄釧位置 を 手首と想定す る な ら 、 鉄剣の 位置 す る 方位が

頭部に 当 た る 可能性 は 指摘 で き よ う 。 この

場合、 想定 さ れ る 木棺規模か ら 判 断 し て 、

被葬者の 下肢 は 折 り 曲 げ ら れ た状態 で棺内

に 位置す る こ とと な る 。

な お 、 鉄製品 に つ い て は 本 章 8 節 に 詳述

さ れ る が、 一連の 墓堀群と想定 し て い る土

横 か ら 、 鉄鏃 (SK - 1 1 ) 、 鉄釧 (SK - 12·14)

·
1

ヽ l

ゑ,
\'--t
l

眉

鉄
剣

,
羞][-＿-n-P目弐
ミ

0 50cm 

固39 S K  - 10 ( 1  : 30) 

S K-10 遺物出 土状態 S D Z - 7  遺物出 土状態
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出土土器は典型的 な箱清水式であり、 当遺跡内では古相に属

す。 高坪( 1 ) のみがSK -10 、 他はSDZ - 7の出土である。 高

杯( 1 ) は、 内面底付近に 2 次火熱の痕跡か顕著であり 、 脚部を

欠 失 し ているこ と と も関連 し て注意される。 裔坪(2) ·(3) は

坪部脚部が接合でき ない。 廃棄時に既に欠失 し ていたものか、

それ以降検出時に至るまでの間失われたものか、 埋葬行為に伴

う遣物の性格を考え るうえで、重要 な課題 と い え る。
図40 S K - 10 · S D Z - 7 出土土器(1 : 4 )  
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図41 S D  Z - 6 - 8 · S K - 10- 14 ( 1  : 100) 
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SDZ - 6 (III区 ・ 弥生V期周溝墓群）

幅最大2. 8m、 深さ最大0 . 7mの大溝によ

り区画された最大長 16 . 7mの大形の方形 周

溝墓であり 、 西側の一辺 中央付近を幅1 . 5 m

程掘り残して開口 部としている。 円 形周溝

SDZ - 7を一部切り 込み、 方 形周溝SD Z -

8 とは 西側で溝を接する位置関係にある。

溝区画内の埋葬施設は 確認できず、 周溝墓

としての規模か ら も、 ある程度の盛土を想

定しておきたい。

周溝内か ら は 多量の土器出 土か認め ら れ

る。 部分的に集 中拡散傾向があ り 、 出 土位

置も溝底面近 く か ら 裂土最上層 にまでわた

る。 完形に近い状態にあるもの、 破片とし

て一括遺棄されているもの、 様 で々あり、

その廃棄の経過には 複雑な要素が存在する

と予想できる。 出土状態か ら しても、 土器

の所属時期に若干の時間 差を考慮する必要

があるが、 総体としては 箱清水式のなかで

も新相を呈し、 円 形 周溝墓出 土の土器群と

は明確な時間差を感じさせる。

10cm 

図42 S D  Z - 6 出 土土器①(1 : 4 )  
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図44 S D  Z - 6 出 土土器③ ( 1  : 4 )  
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SDZ - 6 出土土器群は、 当遺

跡出 土の箱清水式のなかでは新

相を示す一群 と なる。 古相 と 考

え た前掲のSB - 6 出 土資料 と

比較すれば、 各形式における形

態的変化や施文要素の変化の方

向を抽出する こ とができよう。

そ れにも増 し て 、 箱清水式に

おける強 い斉一性の存在に関 し

て、 大きな注意を払 わ ざるをえ

ない。 古相新相を通じて 、 若干

の変異 は存在するものの、 壺や

甕形式内での形態分化が僅 少で

あり、 赤色塗彩や施文法則 も遵

守されて い る。 極端にい え ば壺

1 形式、 甕 l 形式に と ど ま るも

のであ り、 きわめて 統一的な型

式内容を基本 と する こ と が、 箱

清水式の大きな特徴 と い え る。



5 古墳時代

SB-70 ( B区）

一辺4 .5mの は ぽ正方 形 に 近 い 住居形 態で、 床面

に 4 本の 柱穴 を 配置 、 中 央 よ り やや偏 っ た 位 置 に

地 床炉 を 設け て い る 。 該期の 竪穴住居と し て は 比

較的小形の 部類 に 入 る 。 住居外周 を 取 り 囲む よ う

に 並ぶ柱穴 は 、 3 間 X 4 間の 掘立柱建物と考 え ら

れ 、 棟持柱 を 伴 う よ う であ る 。 当 遺構とは 直接の

か か わ り を 持 た な い と判 断 し て お 〈 が、 時代 を 近

接 し た 古墳時代の 所産 で あ る 可能性 は 高 い 。

床面の 中 央付近か ら は 、 床面か ら やや 浮 い た 状

態で多量の土器が集 中 的 に 出土 し て い る 。 全て破

砕 し て お り 、 原 形 を と ど め た状態の もの は 目 立 た

な い。 住居廃絶後 し ば ら くの 埋没過程で、 短期間

に 、 一括 し て 廃棄投入 さ れ た 遺物 であ ろ う 。 出土

破片の はと ん ど が接合関係 を も ち 、 多 く が復 元 を

可能と す る 個体 であ る 。 完形個体は 存在 し な い が、

欠 失部 を 除 い て は は原 形に 近 く ま で復元 さ れ た も

の 30個体近 く を 数 え る 。 出土状態か ら も 、 一括性

の 高 さ が指摘 さ れ る 、 該 期の 良好 な 一括資料と し

て位置付け ら れ る 。
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図45 S B -70 ( 1  : 80) 

S B-70 と 掘立柱建物 S B-70 遺物の 出 土状態
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図46 S B - 70出土土器①(1 : 4 )  

SB - 70 出 土 土 器群は、 多様な組成を呈 し 、 有段 口縁壺(1) 、 赤 色塗彩壺(2. 6 ) 、 小形壺(3- 5 ) 、 小形台 付

鉢(7 ) 、 高坪(8 -11) 、 器台 (12-14) 、 鉢(15 · 16) 、 小形甕(17 -19) 、 甕(20 - 28) により構成される。 壺 • 高

坪・器 台 における赤色途彩 、 壺(6 ) 頸部下文様帯な どは前代の箱清水式の系譜下に位置し、 一部に弥生土 器の伝

統を残す。 一方、 高坪・器 台 ・ 鉢な ど小形精製土器の一群が明確であり 、 甕における ミ ガ キ 手法をほ ぼ喪失 し て

いる点は、 箱清水式 土 器接点からの距離を感じさせる。 当遺跡出土の土 師器のなかでは古相に位置づくが、 当該

地で布留 l 式併行と 目 される更埴市灰塚遺跡出 土資料に比較して新 し い様相をもつ。 ただ し 、 布留 2 式併行期に

流入すると考え る畿内系高坪が存在 し ない こ と、 箱清水式系譜の装飾要素を遺存させることを重視すれば、 そ の

時間的な位置付けは微妙といわ ざるをえ ない。 灰塚遺跡出 土資料の年代論とも関連して注 目 すべき資料となる。
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図47 S B - 70出 土土器② ( 1  : 4 )  
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